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五
、

一
九
六
六
年
以
降

の
中
川
流
域
水
害

の
構
造

六
、
草

加
市

の
水
害

と
住
民

の
対

応
形
態

七
、
総
合
治
水
対
策

八
、
終
章一

、
本
稿
の
課
題
と
位
置
づ
け

一
九
六
〇
年
代
以
降
、

日
本

で
は
都
市
及
び
近
郊

で
の
中
小
河
川
水
害
、
内
水
水
害
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
れ

は

一
般
に

は
、

土
地
利
用
の
変
化

(水
田

・
畑
地

・
林
地
の
潰
廃
と
住
宅

・
工
業
用
地
化
)
に
伴
い
、
降
雨
の
流
出
率
が
増
加
し
、
河
川
に
お
け
る

出
水

量
の
増
大
、
出
水
時
間
の
短
縮

・
洪
水
波
形
の
尖
鋭
化
と
い
う
水
文
学
的
変
化
と
と
も
に
、
そ
の
変
化
に
み
あ
う
治
水
対
策
の
欠
如

な
い
し
は
遅
れ
に
起
因
し
て
い
る
。
遊
水
池
的
機
能
を
有
し
て
い
た
水
田
に
、
僅
か
な
盛
土
を
行
な

っ
て
住
宅
地
や
工
場
用
地
が

つ
く
ら

れ
る
場
合
、
当
該
地
ば
か
り
か
流
域
に
ま
で
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
沖
積
平
野
に
展
開
す
る
日
本
の
大
都
市
の
拡
大
化
は
、
高
地
価



水
準

の
も
と
で
は
、
相
対
的
に
地
価
の
安

い
農
地
と
し
て
の
条
件
の
良
く
な
い
低
湿
地
の
開
発
が
先
行
す
る
形
で
進
め
ら
れ
る
。
も
と
も

と
低
湿
地
は
湛
水
域
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
浸
水
を
防
備
す
る
た
め
開
発
者
相
互
の
間
に
盛
土
競
争
が
引
き
起
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
か

え

っ
て
湛
水
深
が
深
く
な
り
、
浸
水
域
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。
都
市
及
び
近
郊
地
域
で
続
発
し
て
い
る
水
害
は
、
当
該

地
域

の
都
市
化
過
程
の
矛
盾
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

都
市
及
び
近
郊
水
害
を
論
じ
た
地
理
学
分
野
で
の
研
究
で
は
、
狩
野
川
台
風
に
よ
る
東
京
西
郊
の
新
興
住
宅
地
の
浸
水
を
分
析
し
た
菊

地
光
秋

(
一
九
六
〇
)
の
研
究
が
端
緒
に
な

っ
て
い
る
。
石
井
素
介

(
一
九
六
三
)
は
、
大
都
市
の
水
害
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
整
理

し
、
無
計
画
的
都
市
膨
張
が
災
害
発
生
の
契
機
と
な
る
こ
と
や
、
被
害
が
都
市
の
社
会
的
構
造
を
反
映
し
階
層
性
を
有
す
る
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。
中
野
尊
正
ら
は

(
一
九
六
三
)
都
市
及
び
近
郊
地
域
で
の
水
害
研
究
の
基
本
的
視
座
一

地
形

・
地
質
の
特
質
及
び
都
市
化
に

伴
う
変
化
、
地
域
的
差
異
、
水
害
防
備
1

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
て
い
る
。
都
・市
及
び
近
郊
水
害
研
究
の
方
向
性

が
こ
れ
ら
の
研
究

で
示
さ
れ
る

一
方
、
中
小
河
川
水
害
が

一
九
六
〇
年
以
降
多
発
化
す
る
な
か
で
、
多
く
の
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、

河
川

の
出
水

・
流
出
機
構
の
変
化
、
微
地
形
、
土
地
利
用
、
農
地
転
用
、
開
発

・
都
市
計
画
に
焦
点
を
あ
て
、
あ
る
い
は
相
互
の
関
連
を

　

追
う
と
い
う
方
法
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宮
田
正

(
一
九
六
九
)
は
石
神
井
川
流
域
を
対
象
に
都
市
化

(難
浸
透
域
増
大
)
に
応
じ
た
流

5

出
の
変
化

(流
出
率

・
最
大
流
量
の
増
大
、
出
水
時
間
の
お
く
れ
)
を
量
的
に
も
と
め
て
い
る
。
日
下
雅
義

(
一
九
七
三
)
は
都
市
的
土

地
利

用
の
拡
大
を
平
野
の
微
地
形
と
の
関
連
で
追
い
、
水
害
危
険
地
図
を
作
成
し
て
い
る
。
井
関
弘
太
郎

(
一
九
七
四
)
は
中
川
流
域
の

都
市
拡
大
化
に
お
い
て
、
微
地
形
が
裸
地
価
に
与
え
る
影
響
と
盛
土
費
の
面
か
ら
開
発
過
程
を
論
じ
て
い
る
。
辻
文
男

(
一
九
六
⊥ハ
)
は

淀
川
右
岸

の
土
地
条
件
と
宅
地
化
を
水
害
危
険
性
と
の
関
連
で
分
析
し
て
い
る
。
実
清
隆

(
一
九
七
四
)
は
近
郊
水
害

を
地
域
農
業

の
崩

壊
と
企
業
利
潤
を
目
的
と
し
た
無
秩
序
開
発
行
為
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
不
十
分
な
治
水
対
策
が
構
じ
ら
れ
な
い
背
景

を
自
治
体

の
財
政

事
情

か
ら
分
析
し
て
い
る
。

一
方
、
水
害

の
な
い
国
土
を
め
ざ
し
た
対
策
と
し
て
、
従
来
の
構
造
的

ハ
ー
ド
な
対
策

に
よ
る
河
川
能
力
の

拡
大
ば
か
り
か
、
ソ
フ
ト
な
非
構
造
的
対
策
に
よ
る
流
域
の
保
水

・
遊
水

・
貯
留
能
力
や
耐
水
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
複
合
し

た
対
策
が

≦
7
冨

(
一
九
八
○
)
や

ω
巳
チ

(
一
九
七
九
)
な
ど
に
よ

っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

都
市
及
び
近
郊
地
域
の
水
害
を
論
じ
る
場
合
、
対
象
河
川
流
域
全
体
の
土
地
利
用
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
水
害
原

因
を

マ
ク
ロ
に
追
求

す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
対
象
域
で
の
水
害
史
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
対
象
地
域
の
水
害
を
知
る
帰
納
的
方
法

に
な
る
。
ま
た
水



第1表 原因別一般資産等被害額構成比(%)

土石流1鑑 羅1そ の他内 水

5.7

5.3

2.5

14.6

0.52)

1.8

1.2

1.0

3.0

3.4

10.5

23.7

39.6

41.0

有理部 無堤部
溢 水 浸 水破 堤

8.6

11.2

14.7

17.4

3

32.1

18.7

23.7

36.3

25.8

16.9

10.8

1961～1964

1965～1969

1970～1974

1975～1979

害
に
関
す
る
統
計
を
用
い
地
域
の
水
害
特
性
及
び
原
因
を
追
求
す
る
必
要
も
生
ま
れ
て
く
る
。
本

稿
は
都
市
及
び
近
郊
水
害
の
実
態
と
特
性
を
明
ら
か
に

す

る

た

め
、
埼
玉
県
中
川
流
域
を
対
象

に
、
前
述
の
方
法
を
用
い
て
分
析
す
る
も
の
.で
あ
る
。
さ
ら
に
、
従
来
必
ら
ず
し
も
研
究
蓄
積
が

あ
る
と
は
言
え
な
い
、
水
害
常
習
地
の
住
民
の
水
害
に
対
す
る
認
識
一

対
応

の
諸
形
態
の
分
析

を
通
じ
、
水
害
常
習
地

の
社
会
構
造
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
草
加
市
の
水

害
常
習
地
の
住
民
五
〇
世
帯
、

一
〇
工
場
を
無
作
為
に
選
び
、
聴
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
分
析

乱

を
進
め
た
。

れ

。

餌
福

二
、
都
市
及
び
近
郊
地
域
水
害

の
多
発
化

.
深
刻
化

に
ま

他
含

(1
)

全
国
の
水
害
動
向

の
に

そ
他

.
『水
害
統
計
』
(建
設
省
河
川
局
刊
)
を
用
い
て
、
都
市
及
び
近
郊
地
域
の
水
害
を
位
置
づ
け
て

5

鵯

み
る
。
『水
害
統
計
』
が
発
行
さ
れ
空

九
六
一年
以
降
、
原
因
別
に
一
碧

産
等
被
害
金
額
(家

5

織

屋
・
家
庭
用
品
、
事
業
資
産
、
農
漁
家
護

、
農
産
物
、
営
葎

止
損
失
額
合
計
)
の
蔑

割
合

舗

胤

麗

莚

蕊

驚

解

詳

馨

鏑
鱗

。翫

鉛

黙

罐

餐

撮

縫

糠

謀

議

灘

灘
膿
漏遜
譲
難
蝋嫌
離
離
畷
…概

説

繍

い
中
小
河
川
で
の
水
害
比
重
を
高
め
て
い
る
・
と
聾

し
て
い
る
。
芳
、
一九
七
〇
年
代
で
最

渕
幻
備

.踏

薦

張

嘱

愁

紅

藍

露
盤

認
鍵

離

農

躾

蠣

腕
疑

郷

輪
編

財

や
逆
流
を
起
す
水
害
や
、
窪
地
湛
水
を
指
し
て
い
る
。
大
河
川
本
川
で
高
水
方
式
の
改
修
が
進
め
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ら
れ
、
本
川

の
洪
水
は
河
道
外
に
溢
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な

っ
た
が
、
逆

に
両

岸
低
地

の
排
水
は
ま
す
ま
す
困
難
に
陥

っ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
内
水
の
増
大
化
と
し
て
表
れ
て
お
り
、
大
河
川
本
位
の
河
川
改
修
の
結
果
で
も
あ
る
。
河
岸
低
地
で
、
低

地
価
に
ひ
き
つ
け

ら
れ

た
宅
地
化
が
急
速
に
し
か
も
下
水

・
排
水
施
設
の
欠
如

・
不
備
の
も
と
で
展
開
し
た
場
合
、
内
水
水
害
は
確
実
に
発
生
す
る
。
内
水

と
無
堤
部
浸
水
は

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
至
る
と
、
全
水
害
原
因
の
六
割
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
主
要

な
水
害
原
因
で
あ

っ
た
破
堤
や
溢
水
に
と

っ
て
か
わ

っ
て
い
る
。
内
水
と
無
堤
部
浸
水
と
い
う
都
市
及
び
近
郊
地
域
を
舞
台
に
す
る
水
害

が
、

一
九
七
〇
年

代
以
降
、
日
本
で
発
生
す
る
水
害

の
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
2
)

都
市
及
び
近
郊
地
域
の
水
害
特
性

都
市
及
び
近
郊
地
域

で
水
害
が
深
刻
化
し

つ
つ
あ
る
様
態
を
示
す
も
の
と
し
て
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
被
害
金
額
の
増
加
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
増
加
は
、
被
災
地
が
農
地
か
ら
資
産
を
多
く
含
む
市
街
地
に
比
重
を
移
し
て
い
っ
た
結
果
を
表
し

て
い
る
。
第
二
表

は
、

全
国
、

東
京
圏

(東
京

・
神
奈
川

・
埼
玉

・
千
葉
の

一
部
三
具
)、
中
川
流
域

(埼
玉
県
中
川
流
域
に
含
ま
れ
る
二
七
市
町
村
、
二

七
市
町
村
名
に
つ
い
て
は
後
述
)
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り

一
般
資
産
等
被
害
金
額
の
年
次
変
化
を
追

っ
た
も
の
で

　
　

あ
る
。
全
国
の
場
合
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
の
被
害
金
額
は
、
年
次
を
追
い
増
加
傾
向
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
六
〇
年
代
前
半
四

5

年
間

の
平
均
被
害
金
額
は
三
三
万
円
で
あ
る
が
、
六
〇
年
代
後
半
四
〇
万
円
、
七
〇
年
代
前
半
九
三
万
円
、
七
〇
年
代
後
半
に
は

=

九

万
円

に
達
し
て
い
る
。
こ
の
約
二
〇
年
間
で
三
倍
強
に
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

東
京
圏
で
は
、

}
九
六
〇
年
代
前
半
の
平
均
被
害
金
額
に
比
較
し
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
で
は
約

=

倍
の
増
加
を
見
て
い
る
。
と
く

に
七
〇
年
代
後
半
で
の
増
加
傾
向
は
著
し
い
。
東
京
圏
で
の
他
の
特
徴
と
し
て
、
浸
水
面
積
が
広
い
年
は
単
位
面
積
あ
た
り
の
被
害
金
額

が
少
な
く
算
出
さ
れ
、
逆
に
単
位
面
積
あ
た
り
の
被
害
金
額
が
高
い
年
は
浸
水
面
積
が
少
な
い
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と

が

で

き

る
。
こ
れ

は
、
広
大
な
浸
水
面
積
を
生
む
水
害
に
あ

っ
て
は
、
農
用
地
の
浸
水
が
多
く
含
ま
れ
単
位
面
積
あ
た
り
の
被
害
金
額
を
低
く
押
さ
え
る
の

に
対
し
、
小
規
模
浸
水
面
積
の
水
害
は
、
都
市
部
の
局
地
的
水
害
を
意
味
し
単
位
面
積
あ
た
り
の
被
害
金
額
の
多
額
化
を
生

む

の

で

あ

る
。中

川
流
域
で
は
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
ま
で
は

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
の
被
害
金
額
は
全
国
を
下
回
る
数
値
で
あ

っ
た

と

予
想

さ

れ

る
。
ま
た
、

一
九
七
〇
年
代
前
半
に
あ

っ
て
も
全
国
水
準
を
大
き
く
上
回
る
値
に
は
達
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
に



は
急
激
に
上
昇
し
、
同
年
代
後
半
の

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
の
平
均
被
害
金
額
は
八
三
五
万
円
と
な
り
、
同
年
代
の
東
京
圏
七
九

一
万
円

を
も
超
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
中
川
流
域
で
は

一
九
六
〇
年
代
で
は
む
し
ろ
農
村
型
水
害
が
主
流
を
占
め
て
い
た
が
、

一
九
七
〇
年
代
以

降
都

市
化
し
た
地
域
に
そ
の
舞
台
が
移
り
、
七
〇
年
代
後
半
で
は
都
市
部
の
局
地
的
水
害
の
多
発
化
に
悩
ま
さ
れ
る
と

い
う
経
緯
が
、
こ

れ
ら
の
数
値

の
変
化
に
表
さ
れ
て
い
る
。

三
、
中
川
流
域

の
概
要
と
水
害
史

(1
)

中
川
流
域
の
位
置

中
川
流
域
は
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
そ
の
周
囲
を
利
根
川
、
江
戸
川
及
び
荒
川
で
囲
ま
れ
た
面
積

一
、
〇

一
一
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
な
低
地
で
あ
る
。
市
町
村
境
と
流
域
と
が
必
ら
ず
し
も

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
流
域
に
含
ま
れ
る
市
町

村
に
は
、
埼
玉
県
で
は
行
田
市
、
南
河
原
村
、
羽
生
市
、
川
里
村
、
騎
西
町
、
加
須
市
、
大
利
根
町
、
栗
橋
町
、
菖
蒲

町
、
久
喜
市
、
鷲

宮
町
、
幸
手
町
、
伊
奈
町
、
蓮
田
市
、
白
岡
町
、
宮
代
町
、
杉
戸
町
、
岩
槻
市
、
春

日
部
市
、
庄
和
町
、
松
伏
町
、
越
谷
市
、
吉
川
町
、

85

草
加
市
、
鳩
ケ
谷
市
、,
三
郷
市
、
八
潮
市
の
二
七
市
町
村
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
茨
城
県
五
霞
村
、
東
京
都
葛
飾
区
、
足
立
区
、
江
戸
川

区
が
含
ま
れ
る
。
本
稿
で
は
、
中
川
流
域
と
い
う
場
合
、
域
玉
県
の
二
七
市
町
村
を
指
す
も
の
と
す
る
。

中

川
は
綾
瀬
川
、
元
荒
川
、
古
利
根
川
、
新
方
川
等
の
支
流
を
持

つ
延
長
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
の
河
川
で
あ
る
。
中
川
は
流
下
能
力

が
小

さ
く
、
過
去
幾
度
か
大
洪
水
が
発
生
し
て
い
る
。
中
川
流
域
で
は
、

一
九
六
〇
年
頃
ま
で
は
、
葛
西
用
水
、
見
沼
代
用
水
と
い
う
二

つ
の
用
水
系
の
も
と
に
ほ
ど
全
域
に
わ
た

っ
て
水
田
耕
作
が
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
を
経
る
な
か
で
、
流
域
南
部

・

東
京
都
に
隣
接
す
る
地
域
を
中
心
に
、
水
田
や
畑
地

の
都
市
的
土
地
利
用

へ
の
転
用
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
河
川
改
修
や
下
水
道
整

備
を
伴
わ
ぬ
都
市
化
は
、
中
川
の
洪
水
危
険
性
を
増
し
、
水
資
の
悪
化
と
い
う
問
題
を
引
き
起
す
こ
と
に
な

っ
た
。

(2
)

中
川
流
域
の
地
形

中
川
流
域
の
地
形
は
関
東

ロ
ー
ム
層
に
被
わ
れ
た
洪
積
台
地
と
沖
積
平
野
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
二
七
市
町
村
合
計
面
積
七

八
九
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

台
地

=

二
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

(構
成
比

一
四

・
二
%
)
、

三
角
州
性
低
地
四
九
八
平
方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル

(六
三

・
一
%
)
、
自
然
堤
防

一
四
九
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

(
一
八

・
九
%
)
、
扇
状
地
二
二
平
方
キ

旦
メ
ー
ト
ル

(
二

・
八
%
)



第1図 中川流域地形 概要

凡 例:1台 地2自 然 堤防3旧 沼沢地
KU熊 谷市,G行 田市,H羽 生市,KH栗 橋町,KA春 日部市,

KO越 谷市,M三 郷市,S:草 加市,KN鴻 巣市
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そ

の
他
八
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

(
一
・
○
%
)
で
あ
る
。
第

一
図
は
中
川
流
域
の
地
形
概
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
川
流
域
南
西
部

に
は
鴻
巣
か
ら
岩
槻
、
鳩
ケ
谷
に
か
け
て
大
宮
台
地
が
存
在
す
る
。
台
地
の
高
度
は
鴻
巣
付
近
で
最
も
山口向
く
三
〇

メ
ー
ト
ル
あ
り
、

大

宮
、
浦
和
あ
た
り
の
中
央
部

で
十
五
メ
ー
ト
ル
、
杉
戸
付
近
で
十

メ
ー
ト
ル
前
後
と
な
り
、

ヘ
リ
は
急
崖
を
形
成
し
て
い
る
。
大
宮
台
地

は
元

の
利
根
川
、
渡
良
瀬
川
、
荒
川
等
に
よ
り
開
析
が
進
み
、
岩
槻
台
地
や
慈
恩
寺
台
地
を
分
離
さ
せ
て
い
る
。
流
域
の
東
南
部
に
は
、

」常
盤
台
地
の

一
部
が
江
戸
川
を
越
え
東
部
か
ら
は
り
出
し
て
い
る
。

沖
積
平
野
は
扇
状
地
地
域
、
自
然
堤
防
地
域
、
三
角
州
地
域
に
大
別
さ
れ
る
。
中
川
流
域
で
扇
状
地
が
見
ら
れ
る
の
は
行
田
市
、
南
河

原
村

の

一
部

で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
荒
川
扇
状
地

の
湧
水
地
帯
に
あ
た
る
が
、
流
域
全
体
の
面
積
の
な
か
で
は
ご
く
僅
か
を
占
め
る
に
す

ぎ
な

い
。
自
然
堤
防
は
利
根
川
、
荒
川
の
旧
流
路
に
あ
た
る
古
利
根
川
、
元
荒
川
に
そ

っ
て
線
状
に
発
達
し
て
い
る
。
中
川
流
域
北
部
は

関
東
構
造
盆
地
の
中
心
部
に
あ
た
る
た
め
、
利
根
川
が
し
ば
し
ば
流
路
変
更
を
行
な

っ
た
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
何
度
か
変
更
し
た

旧
流
路
に
そ

っ
て
自
然
堤
防
が
列
状
に
配
列
し
て
い
る
が
、

一
般
に
そ
の
方
向
は
北
西
-
南
東
で
あ
る
。
元
荒
川
は
大
宮
台
地
を
浸
食
し

て
流
れ
る
た
め
、
浸
食
谷
の
な
か
に
は
大
規
模
な
自
然
堤
防
の
発
展
は
見
ら
れ
な
い
。
中
川
流
域
中
南
部
の
三
角
川
地
域
で
は
、
自
然
堤

0

防
の
割
合
は
小
さ
く
な
る
。
元
荒
川
や
綾
瀬
川
と
中
川
の
合
流
点
付
近
に
あ
る
自
然
堤
防
に
は
三
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
も
の
も
存
在
す
る

6

が
・

一
般
に
そ
の
比
高
は
小
さ
い
。
こ
れ
ら
の
自
然
堤
防
の
方
向
は
南
一
北
で
あ
る
。
大
宮
台
地
の
南
に
は
、
東
-
西
に
走
る
自
然
堤
防

も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
旧
入
間
川
や
綾
瀬
川
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

縦
横
に
走
る
自
然
堤
防
及
び
台
地
間
な
ど
が
低
湿
な
後
背
湿
地
に
な

っ
て
お
り
、
も
と
池
沼
で
あ

っ
た
場
所
が
多

い
。
中
川
流
域
は
、

自
然
堤
防
や
位
地
に
囲
ま
れ
た
後
背
湿
地
が
段
々
に
連
な
る
よ
う
に
連
続
し
て
流
域
全
体
に
分
布
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
形
的
特
徴
は
湛

水
被
害
を
多
く
生
む
と
い
う
、
中
川
流
域
の
洪
水
形
態
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

(3
)

瀬
替
と
用
水
系
の
開
発

江
戸
時
代
以
前
の
利
根
川
は
、

現
古
利
根
川
、

古
隅
田
川
の
河
筋
を
通
り
、

吉
川
で
荒
川
を
合
流
さ
せ
東
京
湾

に
注
い
で
い
た
。

ま

た
、
渡
良
瀬
川
は
現
江
戸
川
筋
を
流
れ
、
や
は
り
東
京
湾
に
向

っ
て
い
た
。

一
方
、
鬼
怒
川
は
鹿
島
灘
に
注
い
で
い
た
。

つ
ま
り
関
東
平

野
の
大
河
川
に
は
、
東
京
湾
と
鹿
島
灘
に
向
う
二
つ
の
水
系
が
存
在
し
て
い
た
。
江
戸
幕
府
の
成
立
前
後
か
ら
、
利
根
川
水
系
の
整
理

.

統
合
が
な
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
二
つ
の
水
系
の
統
合
慣
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
旧
流
路
の
多
く
は
今
日
で
は
細

い
流
れ
を
見
る
に
す



ぎ
な
い
が
、
利
根
川
の
破
堤
に
よ
る
氾
濫
が
起
る
と
、
こ
れ
ら
旧
流
路
が
洪
水
流
の
筋
道
に
な
る
こ
と
は
、

}
九
四
七
年
の
カ
ス
リ
ン
台

一

風
等
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　利
根
川
が
東
京
湾
に
向
わ
ず
鹿
島
灘
に
注
ぐ
よ
う
に
な
る
ま

で
に
は
、
幾
多
の
河
川
整
理

・
瀬
替
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
所
謂
、
利
根

川
の
東
遷
で
あ
る
。
小
出
博

(
一
九
七
二
)
に
よ
る
と
、
東
遷
は
文
禄
三

(
一
五
九
四
)
年
会

ノ
川
の
締
切
り
を
端
緒
に
、
承
応
三

(
一

六
五
四
)
年
利
根
川
水
系
と
常
陸
水
系
を
結
ぶ
赤
堀
川
開
削
ま
で
、
四
次
に
わ
た
る
河
川
整
理
を
経
て
達
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
利
根
川

東

遷
事
業

の
目
的
を
大
熊
孝

(
一
九
八

一
)
は
、
各

々
の
事
業
を
分
析
し
た
上
で

「最
大
の
ね
ら
い
は
、
舟
運
の
開

発
と
安
定
に
あ

っ
た

ロ

も
の
と
考
え
、
常
陸
川
洪
水
の
放
出
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
現
象
で
あ
り
、
当
初
か
ら
目
的
化
さ
れ
た
も
の
で
な

い
」
と
推
断
し
て
い

る
。
一
一
方
、
荒
川
は
寛
永
六

(
一
六
二
九
)
年
熊
谷
地
先
に
お
い
て
、
大
宮
台
地
に
新
た
な
水
路
を
開
削
し
、
秩
父

か
ら
の
川
筋
を
入
間

川
支
流
に
瀬
替

(入
間
川
を
荒
川
の
幹
川
と
す
る
)
し
た
の
で
あ
る
。
荒
川
の
瀬
替
を
小
出

(
一
九
七
〇
)
は
、
江
戸
城
下
の
建
設
の
た

め
必
要
な
秩
父
の
木
材
を
筏
に
よ
る
流
送
と
い
う
立
場
か
ら
位
置
づ
け
て
い
る
。

利
根
州
の
東
遷
と
荒
川
の
西
遷
と

い
う
二
つ
の
河
川
整
理

.
瀬
替
事
業
は
、
各
々
目
的
を
異
に
し
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
中
川
と
い

一

う

一
つ
の
独
立
し
た
水
系
を
生
ん
だ
。
そ
し
て
、・
中
川
水
系
で
は
平
時
の
河
川
水
位
が
下
り
、
沼
沢
地
の
自
然
排
水

が
で
き
る
よ
う
に
な

6

の

り
、　
広
大
な
低
湿
地
開
発
整
備
の
可
能
性
が
生
じ
た
。

一
方
、
二
河
川
の
瀬
替
を
契
機
に
、
中
川
流
域
全
域
に
わ
た
る
二
つ
の
系
統
的
大

用
水
路
が
つ
く
ら
れ
る
っ
葛
西
用
水
と
見
沼
代
用
水
で
あ
る
。
葛
西
用
水
は
溜
井
に
よ
り
用
水
を
反
復
利
用
す
る
関
東
流

の

方
法

を

と

り
、…
見
沼
代
用
水
は
用
排
分
離
の
形
態
を
と

っ
て
い
る
。
葛
西
用
水
の
取
水
源
は
.
荒
川
及
び
利
根
川
の
瀬
替
の
度

に
、
安
定
し
た
水
量

を
求
あ
上
流
部
に
移
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
元
荒
川
瓦
曽
根
堰
か
ら
取
水
し

て

い

た

が
、
荒
川
の
瀬
替
で
古
利
根
川
に
取
水
源
を
求

め
、
.
逆
川
を
掘
削
し
た
。
さ
ら
に
利
根
川
の
瀬
替
で
古
利
根
川
の
水
量
が
減
少
す
る
と
、
利
根
川
に
補
給
水
を
求
め
て
中
島
用
水
路
の
開

削
が
行
な
わ
れ
、
万
治
三

(
一
六
六
〇
)
年
に
は
、
伊
奈
忠
克
に
よ
っ
・て
利
根
川
本
川
に
取
水
口
が
設
け
ら
れ
、
葛
西
用
水
の
全
体
系
が

整
え
ら
れ
だ
。
開
削
さ
れ
た
流
路
は
、
い
ず
れ
も
利
根
川
の
旧
河
道
を
利
用
、
例
外
な
く
排
水
河
川
で
も
あ

っ
た
。
見
沼
代
用
水
は
紀
州

流

の
元
祖
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
が
吉
宗
の
命
を
受
け
完
成
し
た
事
業
で
あ
る
。
享
保
十
二

(
一
七
二
七
)
年
見
沼
溜
井

一
、
二
〇
〇
町
歩

の
干
拓
と
芝
川
の
拡
幅
が
行
な
わ
れ
、
翌
年
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
下
中
条
地
先
の
利
根
川
右
岸
か
ら
取
水
し
、
見
沼
に
代
わ
る
用

水
と
し
て
見
沼
代
用
水
が
掘
削
さ
れ
た
。
も
と
も
と
見
沼
代
用
水
は
、
見
沼
溜
井
干
拓
地

へ
の
用
水
供
給
の
み
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は

幽



第a表 主要 河川 のBODの 変化

河川名 測定点 河川類型
BODの 平 均 値(p・P.m)

1969h97・1・973119751・9771・979

1隻 1「 昌1

4.8

5.7

5.4

30.0

8.7

90.0

5.0

4.7

3.9

3.7

4.5

4.9

9.7

31.0

13.0

96.0

5.1

9.7

4..4

6.4

4.0

5。1

16.6

42,8

10.9

104.0

4.8

8.0

2.6

4.9

4.4

7.4

10.9

68.7

17.6

163。0

9.9

12.0

8.2

8.6

4.9

5.6

5.9

84.4

474.0

4.E

5.3

6.E

4.2

5.1

5.5

8.5

124.C

7.3

8.3

6.4

8.9

C

C

C

E

C

E

C

C

C

C

八潮市

松伏町

幸手町

八潮市

草加市

草加市

越谷市

白岡町

松伏町

杉戸町

中 ノ

〃

〃

綾 瀬1

〃

伝 右)

元 売 」

〃

古利根)

〃

な
く
、
中
川
流
域

一
帯
の
大
小
の
池
沼
や
溜
井
の
干
拓
開
発
も
あ
わ
せ
て
行

成

な
う
も
の
で
あ

っ
た
。
葛
西
用
水
と
見
沼
代
用
水
に
よ
り
、
中
川
流
域
ほ
ぼ

嘘

全
域
が
系
統
的
用
水
系
で
覆
わ
れ
る
こ
と
に
な

・
た
・
そ
し
て
・
用
水
の
安

臆

定
化
に
伴
な
い
、
簸

内
の
耕
地
の
拡
大
叢

叢

に
求
め
・
嬰

が
だ灯
な

群

わ
れ
、
村
藪

・
石
高
数
が
増
加
す
る
・
と
に
な
る
。

爵

「
(4
)

排
水
河
川
の
現
状

警

中
川
流
域
の
用
水
路
と
排
水
路
は
相
互
に
関
連
を
持
ち

地
勢
に
従
.
て

査
す

形
成
さ
れ
て
い
る
。
用
水
は
流
域
北
方

に

お

い

て
、
荒
川
よ
り
大
里
用
水

灘

が
・
利
根
川

(利
根
大
堰
)
よ
り
葛
酉

見
沼
代
用
水

が
取
水
す
る
・
排
水

肱
灘

は
地
域
の
最
低
部
を
流
れ
る
中
川
を
馨

と
し
、
庄
内
古
川
、
古
利
根
川
、

課

元
荒
川
、
綾
瀬
川
を
主
な
支
流
と
し
て
い
る
。
荒
川
、
利
根
川
、
江
戸
川
な

62

主
点

ど
周
囲
の
河
川
敷
が
高
い
の
で
、
用
水
は
比
較
的
容
易

に
取
水
し
う
る
が
、

謹

逆
に
周
囲
の
河
川

へ
の
自
然
排
水
は
困
難
で
あ
る
・
中
川
流
域
内
の
用

・
排

藷

水
路
は
、
西
北
よ
り
東
南
に
向
う
土
地
の
傾
斜
に
従

・
て
流
下
す
る
。
排
水

駅

路
の
流
水
は
流
路
途
中
の
堰
ま

た

は
揚
水
機
に
よ
.
て
反
覆
利
用
さ

れ

る

上

が
、
そ
の
総
量
は
毎
秒
五
〇
立
方

メ
1
ト
ル
に
の
ぼ
る
と
計
算
さ
れ
、
見
沼

ま名

代
用
水
の
取
水
量
毎
秒
四
四

・
六
立
方

メ
ー
ト
ル
を
も
超
え
て
い
る

(科
学

剛

技
術
庁
資
源
局

一
九
六

一
)
。
こ
れ

ら
の
排
水
路
が
地
域
排
水
幹
線

の
役
割

彫

を
担

っ
て
い
る
・
と
は
言
う
ま

で
も

な

い
。
流
域

の
都
市
化
が
進
む
に
従

一

い
、
排
水
路
は
工
場
廃
水
、
家
庭
排
水
を
受

け

入

れ
、

都
市
下
水
路
化
す

ユ注

る
。
第
三
表
は
主
要
河
川
の
B
O
D
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
そ
れ

の
測
定
点
で
の
B
O
D
値
は
近
年
減
少
化
傾
向
を
持

つ
が
、
伝
右
川
の
よ
う
に



ノ

1721・

1786・

1846・

1896・

9

8●

8●

9●

第4表 中川流域水害発生年 ・月

1群

1624・8●

1742・9●

1791・9

1859・8

1910・8●

1631・

1749・

1802・

1885・

1947。

9

?

7●

9

9●

1704・8●

1757・-6

1824・?

1890・9●

1734・

1780・

1847・

1868・

1941・

1958・

1979・

?
?
7
9
7
9
10

1730・

1779・

1824・

1866・

1938・

1950・

1971・

10

9

9

8

6

7

9

1728・

1772・

1783・

1856・

1896・

1950。

1966。

10

8

8

9

9

6

6

豆 群

1596・

1766・

1783・

1852・

1869・

1945・

1961・

6

7

7

9

9

10

6

九
〇
P
P

m
を
超
え
る
河
川
も
存
在
す
る
。
各
河
川
ご
と
に
見
る

の

及

作

域

に

り

と
、
上
流
部
の
汚
染
が
下
流
部
に
比
較
し
て
高

い
例
も
か
な
り
見

勝

糊

駄

う
け
ら
れ
る
。
大
量
の
希
釈
水
が
周
辺
の
水

田
か
ら
排
水
さ
れ
・

慧

鉱

縮

む
し
ろ
下
流
に
進
む
に
従
い
浄
化
が
進
む
と

い
う
状
況
を
反
映
し

幾

硫

轄

た
も
の
だ
と
　・、
え
る
。

を
が
よ

『

(5
)

中
川
流
域
に
お
け
る
水
害
史

蕨
麗

麗

利
根
川

・
荒
川
の
瀬
楚

よ
咳

中
川
は

;

の
独
立
し
た
流

線

納

割

域
を
形
成
す
る
・
と
に
な
・
た
。
流
域
内
の
諸
河
川
は
専
ら
反
覆

酬
養

豚

利
用
を
目
的
と
す
る
肇

用
排
水
路
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
こ

江
一
も

遷

と
や
、
流
路
が
平
坦
で
流
下
能
力
が
低
く
、
ま
た
自
然
堤
防
・後
背

,京

濫

変

川
東

氾

の

湿
地
が
複
雑
に
配
列
し
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
中
川
流
域
で
は

繊
謝

極

楽

が
起
き
易
い
条
件
毒

し
て
い
る
。
佐
藤
邦
明
(
一
九
八
○
)

63

岨
臆

測

は
中
川
上
簸

の
出
水
特
性
を
解
析
し
、
流
出
の
ハ
イ
ド
・
グ
ラ

胴
岬
吸

例

フ
が
非
常
に
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、
流
域
の
遊
水

.
貯
留
効
果
が
大

外

。
中
害

孝

き
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
根
川
右
岸
沼
ノ
之

態

謙

譲

か
ら
下
流
に
お
い
て
破
堤

・
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
、
洪
水
流
は

麟
・
曙

か
つ
て
の
河
道
に
沿

ぞ

二
～
三
日
か
か

.
て
東
京
ま
で
流
下
す

る
と
い
う
水
害
も
発
生
し
て
い
る
。
中
川
流
域
の
水
害
に
は
、
外

周
河
川
堤
防
決
壊
に
よ
る
氾
濫
に
よ
る
も
の
、
低
地
地
域
の
排
水

不
完
全
に
よ
る
内
水
に
よ
る
も
の
、
海
よ
り
の
地
域
の
高
潮
に
よ
る
浸
水
に
よ
る
も
の
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
が
、
前
二
者
が
頻
度
及

び
被
害
面
積
と
も
に
多
い
。

.
第
四
表
は
中
川
流
域
で
発
生
し
た
大
規
模
水
害
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
周
河
川
の
破
堤
に
起
因
す
る
水
害
は
、
八
月
～
九
月
の
台



風

に
伴
う
豪
雨
に
よ

っ
て
発
生
す
る
例
が
多
い
。
こ
の
種
の
水
害
は
、
利
根
川
東
遷
以
降
、
約
四
〇
年
に

一
度
の
割
合
で
発
生

し

て

い

る
。
小
出

(
一
九
七
二
)
は
こ
れ
ら
の
水
害
を
分
析
し
利
根
川
の
東
遷
は

「
江
戸
を
利
根
川
の
洪
水
か
ら
ま
も
る
こ
と
を
目
的
の

一
つ
と

し
た
か
ど
う
か
、
結
果
的
に
は
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
え
な
く
な
る
」
と
し
て
い
る
。
明
治
以
降
、
利
根
川
治
水
事
業

が
次
々
に
展
開
さ
れ

る
が
、
利
根
川
の
計
画
最
大
洪
水
量
は
八
斗
島
で
、

一
八
九
六
年
毎
秒
三
、
七
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、

一
九

一
〇
年
毎
秒
五
、
五
七
〇
立

方

メ
ー
ト
ル
、

一
九
三
五
年
毎
秒

一
〇
、
○
○
○
立
方

メ
ー
ト
ル
、

一
九
四
七
年
毎
秒

一
四
、
○
○
○
立
方
メ
ー
ト

ル
と
上
昇
す
る
。
こ

の
よ
う
な
洪
水
流
量
の
増
大
化
は
、
利
根
川
改
修
工
事
の
進
捗
に
よ
る
自
由
氾
濫
の
減
少
一

流
域
す
み
ず
み
ま
で
開
発
を
す
す
め
、
洪

水

を
堤
防
内
に
お
し
込
め
る
一

を
主
な
要
因
と
す
る
。

一
九
四
七
年
九
月
以
降
、
外
周
河
川
破
堤
に
よ
る
水
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

そ
れ
は
関
東
地
方
を
直
撃
す
る
台
風
や
利
根
川
の
水
位
を

一
気
に
上
昇
さ
せ
る
豪
雨
一

関
東
平
野
に
接
し
た
低
い
中
位
の
山
岳
地
帯
に

豪
雨
域
が
集
中
す
る
よ
う
な
一

が
た
ま
た
ま
少
な
い
に
過
ぎ
な
い
た
め
で
あ
る
。
む
し
ろ
小
出

(
一
九
七
四
)
の
よ
う
に
、
高
度
の
水

・
土
地

・
河
川
利
用
が
進
ん
だ
利
根
川
の
破
堤
を
心
配
す
る
声
も
多

い
の
で
あ
る
。

一
方
、
大
規
模
湛
水

・
水
害
を
含
め
た
大
水
害
発
生

頻
度
は
七
年
に

一
回
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
中
川
流
域
が
湛
水
水
害
を
多
く
発
生
し
易
い
地
形
上
の
特
性
に
加
え
、

も
と
の
湛
水
域
で
あ

4

る
低
湿
な
水
田
が
、
都
市
化
の
過
程
で
農
地
以
外
の
土
地
利
用
に
転
用
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
種
の
水
害
多
発
化

・
広
域
化
を
促
進

6

さ

せ
て
い
る
。
そ
こ
セ

こ
れ
ら
二
つ
の
水
害
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、
各
々
の
水
害
特
性
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

外
周
河
川
破
堤
に
よ
る
水
害
の
例

一
九
四
七
年
.九
月
カ
ス
リ
ン
台
風
は
関
東

・
東
北
地
方
に
豪
雨
を
も
た
ら
し

た
。
利
根
川
上
流
地

方

で
は
総
雨
量
四
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
地
域
が
広
範
に
出
現
、
し
か
も
短
時
間
の
降
雨
で
あ

っ
た
た
め
に
本
川
に
急
激
な
出
水
を

見

る
こ
と
と
な

つ
,た
。
栗
橋
で
の
水
位
は
、
十
五
日
未
明
で
は

一
・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
も
の
が
十
六
日
○
時
に
九
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、

渡
良
瀬
川
か
ら
の
逆
流
や
橋
梁
に
よ
る
洪
水
の
嵩
上
げ
も
手
伝
い
、
同
○
時
四
〇
分
頃
栗
橋
上
流
四
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に
お
い
て
右
岸
堤
防

の
決
壊
を
生
ん
だ
。
決
壊
箇
所
か
ら
流
出
し
た
濁
流
は
四
時
間
後
に
同
村
の
後
背
湿
地
を
満
た
し
、
そ
の
後
自
然
堤
防
を
乗
り
超
え
、
六

間
後
に
樋
遺
川
の
後
背
湿
地
、
八
時
間
後
に
は
鷲
宮
に
浸
入
、
十
八
日
正
午
に
は
東
京
都
と
の
境
界
に
あ
た
る
桜
堤
に
達
し
、
十
九
日
二

時
時
半
て
れ
を
次
壊
さ
せ
東
京
都
葛
飾
匿
に
浸
入
し
た

(以
上
、『
埼
玉
県
水
害
史
』
よ
り
要
約
〉。

自
然
堤
防
や
自
然
堤
防
を
利
用
し
た

洪
水
防
鮭

が
網
の
目
の
よ
う
箋

達
し
後
背
湿
地
を
囲
ん
で
い
る
中
川
簸

に
あ

・
て
・
利
根
川
右
岸
の
決
壊

に
よ
る
濁
流
は
、
・
れ

ら
後
背
湿
地
を

一
つ
づ
つ
満
た
し
な
が
ら
下
流
部

へ
旧
流
路
に
沿

っ
て
進
む
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
洪
水
流
の
進
行
は
意
外
に
遅
く
な



第2図 狩野川台風(1958年9月)に おける中川流域 の浸水状況

凡 例=1.水 深25cm未 満,2.同25cm～50cm未 満3.同50cm～75cm

未満,4.同75cm以 上

(科学技術庁資源局資料第40号,中 川流域低湿地 の地形 分類 と土地

利用,よ り作成)
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る
。
し
か
し
、
滞
水
時
間
は
下
流
に
進
む
に
つ
れ
長
く
な
り
、
半
月
以
上
の
地
区
も
出
現
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

湛
水
水
害
の
例

第
二
図
は

一
九
五
八
年
九
月
狩
野
川
台
風
に
よ
る
浸
水
地
域
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
概
し

て
上
流
域
に
お
い
て
は

湛
水
深
五
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
地
区
が
多
く
、
下
流
に
向
う
に
従
い
湛
水
深
を
増
し
、
埼
玉
県
南
部
の
草
加
市
付
近
で
は

一
メ
ー

ト

ル
を
超
え
る
湛
水
深
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
湛
水
日
数
で
も
上
流
域
は
比
較
的
短
か
く
、
下
流
に
向
う
に
従
い
日
数
を
増
す
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
第

一
図
の
地
形
概
要
図
を
参
照
す
れ
ば
、
湛
水
域
が
台
地
や
自
然
堤
防
で
囲
ま
れ
た
後
背
湿
地
、
旧
沼
地

に
あ
た
る
例
が
多
い

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
凹
地
部
は
湿
田
と
し
て
の
利
用
が
計
ら
れ
た
場
所
で
あ
り
、
網
目
状
に
農
業
用
排
水
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

一

方
、
中
川
の
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
が
非
常
に
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
は
、

一
度
上

っ
た
水
位
は
な
か
な
か
下
ら
な
い
こ
と
を

意
味

し

て

い

る
。
水
位
上
昇
し
た
地
域
排
水
幹
線
中
川
に
、
先
の
農
業
用
排
水
路
か
ら
の
自
然
排
水
は
困
難
な
状
況
に
陥
る
場
合
が
多
く
、
内
水
氾
濫

を
引
き
起
す
要
因
と
も
な

っ
て
い
る
。

四
、
中
川
流
域
の
都
市
化
過
程

(1
Y

土
地
利
用
の
変
化

中
川
流
域
二
七
市
町
村
の
土
地
利
用
変
化
を

一
九
六
〇
年
、

一
九
七
〇
年
、

一
九
七
九
年
と
追

っ
た
も
の
が
第
五
表

で
あ
る
。
埼
玉
県

全

域
の
二
〇

・
八
%
を
占
め
る
中
川
流
域
の
土
地
利
用
の
特
徴
は
、
水
田
率
及
び
宅
地
率
と
も
に
県
全
体
の
平
均

の
構
成
比
を
上
回

っ
て

い
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
川
流
域
に
お
い
て
、
水
田
地
帯
の
な
か
で
都
市
化
が
展
開
し
た
姿
を
示
し
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
と

一
九

七
九
年
の
中
川
流
域
全
域
の
住
宅
率
を
比
較
す
る
と
、
二

・
五
倍

の
伸
び
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
九
七
九
年

に
お
い
て
、
水
田
と

畑
地
の
合
計
は
五
〇
%
を
超
え
て
お
り
、
都
市
化

へ
の
過
渡
期
に
あ
る
と
言
え
る
。

そ
こ
で
、
市
町
村
別
に
都
市
化
の
状
況
を
分
類
し
て
み
る
。
水
田
面
積
が

一
九
六
〇
年
に
比
較
し
て

一
九
七
九
年

で
は
、
増
加
も
し
く

は
ご
く
僅
か
の
減
少
に
止
ま

っ
て
い
る
市
町
村
に
は
、
行
田
、
南
河
原
、
川
里
、
騎
西
、
加
須
、
大
利
根
、
栗
橋
、
菖
蒲
、
庄
和
を
あ
げ

(
3

)

る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
市
町
村

の
多
く
は
、

一
九
七
〇
年
ま
で
は
水
田
面
積
の
増
加
と
畑
地
面
積
の
減
少
を
見

て
お
り
、
陸
田
の

増
加
地
域
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
市
町
村
は
中
川
流
域
中

・
上
流
部
に
あ
た
り
、
栗
橋
、
行
田
を
除
け
ば
宅
地
率

の

伸

び
も
二
倍
に
達
せ
ず
、
中
川
流
域
で
は
都
市
化
の
テ
ン
ポ
が
ゆ
る
や
か
な
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、

一
九
七
九
年
の
宅
地
率
が
四
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第5表 中川流域各市町村の土地利用の変化(%)
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○
%
を
超
え
る
市
町
村
に
は
鳩
ケ
谷
、
草
加
が
、
同
じ
く
二
五
%
以
上
四
〇
%
未
満
に
は
八
潮
、
春
日
部
、
越
谷
、
久
喜
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
市
町
村
は
水
田
率
が
極
端
に
減
少
し
、
ま
た
畑
地
率
も
減
少
す
る
と
い
う
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
六
市
以
外
に
も
、
急

速
な
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
市
町
村
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
六
〇
年
と

一
九
七
九
年
の
宅
地
率
を
比
較
し
、
中
川
流
域
平
均
の

増

加
一
一
・
五
倍
を
超
え
る
も
の
に
は
、
三
郷
、
吉
川
、
蓮
田
、
宮
代
、
岩
槻
で
あ
る
。
前
述
の
六
市
と
合
せ
て
考
え
る
な
ら
、
中
川
流
域

下
流
部

で
テ
ン
ポ
の
早
い
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
結
果
を
示
し
て
い
る
。

第
三
図
及
び
第
四
図
は
、

一
九
五
〇
年
代
後
半
と

一
九
七
〇
年
代
後
半
の
宅
地

・
工
業
用
地
を
五
万
分
の

一
地
形
図
か
ら
お
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
の
宅
地
等
は
、
洪
水
危
険
性
の
少
な
い
台
地
や
自
然
堤
防
上
に
見
ら
れ
、
低
地
は
水
田
に
利
用
す
る
と
い
う

住

み
分
け
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
七
〇
年
代
に
至
る
と
、.
宅
地

・
工
業
用
地
な
ど
の
都
市
的
土
地
利
用
は
、
鉄
道
沿
線
ぞ

い
の
地
域
を
中
心
に
既
成
市
街
地
を
大
き
く
越
え
、
面
的
に
広
が

っ
て
い
る
。
特
に
流
域
南
部
で
は
こ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
流
域
南

部
は
も
と
も
と
湛
水
田
が
連
ら
な
る
地
帯
で
あ

っ
た
が
、
交
通
機
関

・
道
路
整
備
の
状
況
を
勘
案
し
、
裸
地
価
に
埋
立
費
用
を
加
え
た
価

格
と
都
内
の
地
価
と
の
比
較
の
上
で
有
利
と
判
断
さ
れ
れ
ば
た
だ
ち
に
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
地
形
を
無
視
し
た
都
市
化
が
急
速
に
進
行

07

し

た
と
判
断
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
無
秩
序
な
都
市
化
が
都
市
計
画
に
先
行
し
、
多
く
の
問
題
を
か
か
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

(2
)

中
川
流
域
の
人
口

中
川
流
域
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
用
排
水
路
の
整
備
、
池
沼
の
干
拓
な
ど
農
地
開
発
が
進
め
ら
れ
、
穀
倉
地
帯
を
形
成
し
て
い
た
。

し

か
し
、

一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
、
都
市
化
の
波
が
激
し
く
襲
い
、
人
口
急
増
地
域
を
形
成
す
る
に
至

っ
た
。
第
六
表

に
よ
れ
ば
、
流
域
市
町
村
人
口
統
計
は
、

皿
九
六
〇
年
五
八
三
、
〇
九
九
人
で
あ

っ
た
も
の
が
、

一
九
七
五
年

一
、
三
〇
三
、
七
九
六
名

へ
と
二
二
三

・
六
%
の
増
加
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
流
域
全
域
で

一
様
な
人
口
増
加
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
増
加
率
に
は

地
域
的

・
時
間
的
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
市
町
村
の
人
口
動
態
を

一
九
六
〇
年
～

一
九
六
五
年
、

一
九
⊥ハ
五
年
～

一
九
七
〇

年
、

一
九
七
〇
年
～

一
九
七
五
年
の
三
期
に
分
け
比
較
し
て
み
る
。

三
期
と
も
流
域
平
均
増
加
率
を
超
え
る
も
の
に
は
、

三
郷
、

春
日

部
、
越
谷
、
八
潮
、
草
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
の
二
期
で
人
口
が
急
増
し
、
三
期
目
に
入
囑
と
増
加
率
が
弱
ま
り
人

口
流
入
が
限
界
に
近

づ
き
つ
つ
あ
る
も
の
に
鳩
ケ
谷
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
六
市
は
東
京
に
隣

・
近
接
す
る
中
川
流
域
南
部
の
各
市
で
あ
る
。

一
九
六
五
年

以
降
人
口
が
急
増
し
て
い
る
も
の
に
は
、
伊
奈

・
鷲
宮

・
幸
手

・
岩
槻
が
あ
げ
ら
れ
、
人
口
急
増
地
域
が
中
川
流
域
中
西
部
に
ま
で
広
が



第6表 中川流域市町村別人口動態
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第7表 就業者 の従業地別構成 割合(1975年 現在)

従業地別構成割合(%)就業者総

数(人) 身嘱 階内樋蒋謄礁 棘 都

東京都
実 数(
人)

南河原

行 田

羽 生

大利根

川 里

騎 西

加 須

鷲 宮

栗'橋

菖 蒲

久 喜

幸 手

伊 奈

蓮 田

白 岡

宮 代

杉 戸

岩 槻

春日部

庄 和

松 伏

越 谷

鳩ケ谷

草 加

吉 川

三 郷

八 潮

中川流域計

1,784

33,161

23,466

6,446

2,677

8,031

22,383

8,361

3,351

6,371

19,633

19,069

6,315

17,557

6,325

9,402

12,540

37,108

50,292

11,696

7,181

83,48E

24,863

74,091

13,969

34,346

24,593

573,862

68.0

76.4

74.C

57.7

94.0

68.8

69.1

38.5

51.9

88.5

43.9

53.2

52.3

50.2

85.1

41.4

54.2

59.1

42.7

53.0

53.0

47.9

46.3

45.7

54.6

51.1
'

62.3

54.1

30.3

18.1

19.1

25.2

5.6

26.1

2ユ.0

25.0

21.3

11.0

24.5

ユ6.8

32.2

22.5

12.5

25.0

20.9

22.1

15.4

21.0

19.6

.10.0

23.0

7.0

15.t

5.4

7.9

15.5

0.8

α8

1.9

32

0.2

0.4

ユ.2

7.9

5.9

0.2

2.5

5.4

0.7

1.0

1.8

2.8

22

1.0

2.1

5.1

5.6

1.5

1.0

1.4

4.0

3.5

1.4

2.1

0.9

4.7

5.0

13.9

0.2

4.7

8.6

34.1

20.9

0.3

29.0

24.6

14.8

26.3

0.6

30.9

22.7

17.8

39.8

20.9

20.9

40.7

29.7

46.0

26.2

40.0

28.4

28.3

16

1,560

1,167

900

5

375

1,932

2,847

1,743

25

5,713

4,700

932

4,615

39

2,901

a852

6,587

20,029

2,440

1,504

33,944

7,383

34,084

3,658

13,742

6,981

162,674

(1975年 国勢調 査よ り作成)
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つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
南
河
原
、
行
田
、
羽
生
、
大
利
根
、
川
里
、
騎
西
、

加
須
、

菖
蒲
で
は
高
い
人
口
増
加
は
見

ら

れ

ず
、

さ
ら
に

一
九
六
〇
年
代
に
は
人
口
減
少
を
経
験
し
た
市
町
村
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ

ら

の
市
町
村
は
、
中
川
流
域
北
部
に
位
置

し
、
東
京
か
ら
流
域
内
で
は
最
も
遠
距
離
に
あ
る
。

一
九
七
五
年
国
勢
調
査
の
就
業
者
の
従
業
地
別
区
内
か
ら
、
人
口
急
増
地
に
あ
た
る
市
町
村
が
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
実
状

を
見
て
み
よ
う
。
第
七
表
に
よ
れ
ば
、
流
域
全
体
の
就
業
者
五
七
三
、
八
六
二
名
の
う
ち
、
二
八

・
四
%
に
あ
た
る

一
六
二
、
六
七
四
名

が
東
京

へ
の
通
勤
者
で
あ
る
。

東
京
を
従
業
地
と
す
る
就
業
者
の
占
め
る
割
合
が
流
域
平
均
よ
り
高
い
市
町
村
に
は
、

草
加
、

三
郷
、

越
谷
、
春
日
部
、
鷲
宮
、
宮
代
、
久
喜
、
八
潮
が
あ
げ
ら
れ
、
宮
代
、
久
喜
を
除
け
ば
、

一
九
六
〇
年
を

一
〇
〇
と
す
る

一
九
七
五
年
の

人
口
指
数
が
流
域
平
均
値
二
二
三

・
六
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
人
口
増
加
の
著
し
い
三
郷
、
草
加
、
越
谷
で
は
就
業
者
の
四
割
を

超
え
る
者
が
従
業
地
を
東
京
に
求
め
て
い
る
。

一
方
、
東
京
を
従
業
地
と
す
る
就
業
者
の
割
合
が

一
〇
%
を
割
る
市

町
村
に
は
、
川
里
、

菖
蒲
、
白
岡
、
南
河
原
、
行
田
、
騎
西
、
羽
生
、
加
須
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
白
岡
を
除
く
と
先
の
人
口
指
数
は

一
二

一
未
満

で
あ
る
。

こ

れ
ら

の
市
町
村
で
は
自
市
内
従
業
者
の
割
合
が
い
ず
れ
も
流
域
平
均
五
四

・
「
%
よ
り
高
く
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
市
町
村
は

ヨ

農
村
的
色
彩
が
濃
い
か
、
「
工
業
団
地
」
、
「地
場
産
業
」
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
を
従
業
地
と
す
る
就
業
者
の
流
入
が
、

人
口
急

7

増
化

の
大
き
な
要
因
に
な

っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

五
、

一
九
六
六
年
以
降

の
中
川
流
域
水
害

の
構
造

(1
)

水
害
の
地
域
構
造

前
述
の
よ
う
に
中
川
流
域
で
は
、

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
住
宅

・
工
業
用
地
化
に
伴

い
、
水
田

・
畑
地
の
潰
廃
が
急
速
に
進
ん
だ
。
そ

れ
ま

で
の
、
流
域
全
域
に
及
ぶ
湛
水
被
害
の
発
生
に
加
え
て
、
小
規
模
水
害
が
多
発
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
る
。
水
田
な
ど
の
低
地
部

や
河
川
に
近
接
し
て
建
設
さ
れ
た
住
宅

・
工
場
に
あ

っ
て
は
、
夕
立
程
度
の
降
雨
の
度

に
被
害
を
被
る
状
況
に
陥

っ
て
い
る
。

一
九
六
六

年
以
降
、
中
川
流
域
で
発
生
し
た
水
害
を
原
因

・
規
模
別
に
発
生
地
点
で
示
し
た
も
の
が
、
第
五
図
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
か
ら

一
九
七

九
年

ま
で
に
、
中
川
流
域
で
は
三
三
三
件
の
水
害
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
水
害
を

一
九
七
四
年
以
前
と

一
九
七
五
年
以
降
で
区
分

す
る
と
、
前
者
は

一
二
二
件
、
後
者
が
一
=

一
件
と
な
り
、

一
九
七
〇
年
後
半
に
多
発
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
件
あ
た
り
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第5図1966年 以 降 の 中川 流 域 水 害 発 生 地 点 分 布 図

凡 例=1.1974年 以 前 の水 害r2.1975年 以 降 の水 害,3.浸 水 面 積1,000

h4以 上,4.同100加 以上1,000肋 未 満5.同10加 以 上100he

未 満,6.同10肋 未 満,7.水 害 原 因 内水,8.同,溢 水,9.同,

高 潮,10.原 因 不 明,11.1級 河 川,12.用 水 路,13.準 用 河 川

又 は普 通 河 川.(水 害 統 計 客 年 版 よ り作 成)
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第8表 中川流域 における河川別 ・原 因別水害発件数(1967年 以降)

柄 水 溢 水 浸 水1献 ・溢水 そ の他

1級 河川 28 7 2 7 1 45

普通河川 156 1 1 11 169

そ の 他 65 1 66

計 249 8 4 18 1 280

の
浸
水
面
積
は
、
前
者
が
六
四
五

・
ニ

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者

は
僅
か
五

・
四
ヘ
ク

ー

タ
ー
ル
し
か
な
い
。
前
者
で
は

一
九
六
六
年
、

一
九
七

一
年
に
流
域
全
域
に
及

ぶ
湛
水

害

が

発

生

計棄

し
、
こ
れ
が
浸
水
規
模
の
大
き
い
水
害
と
し
て
表
れ
て
い
る
。
後
者
に
あ
た

っ
て
は
、
流
域
全
域
に

りよ

及
ぶ
水
害
は
見
ら
れ
ず
、
小
規
模
な
浸
水
面
積
の
水
害
が
多
発
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
特
に

騰

流
域
南
部
の
合

急
増
地
帯
に
あ
た
る
鳩
ケ
谷
、
草
架

三
輝

八
槻

馨

、
春
日
部

岩
槻
の

害

各
市
で
こ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
七
市
で

一
九
七
五
年
以
降
発
し
た
水
害
は
二
〇
二
件
を

水年

数
え
ハ
流
域
全
水
害
件
数
の
九
五

・
七
%
を
占
め
て
い
る
。
岩
槻
を
除
く
他
の
六
市
は
、
中
川
下
流

恪

部
に
位
置
し
、
元
荒
川
、
古
隅
田
川
、
大
場
川
、
綾
瀬
川
な
ど
の
支
流
合
流
地

に
あ
た
り
、
水
の
集

中

・
滞
水
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
堤
防
な
ど
の
微
高
地
が
総
面
積
に
占
め

る
割
合
も
少
な
く
、
三
角
州
低
地
で
あ
る
こ
と
が
水
害
発
生
の
基
底
条
件
を
作

っ
て
い
る
。

一
九
七

五
年
以
降
発
生
の
水
害
に
関
す
る
他
の
特
徴

と

し

て
、

同

一
地
域
が
何
回
も

内
水
災
害
を
被

っ
て

ヨ
ロ

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
七
市
に
お
い
て
こ
の
傾
向
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
市

で

7

は
、
都
市
化
に
対
応
し
、
地
域
の
出
水

・
条
件
に
合

っ
た
治
水

・
防
水
対
策
の
進
展
が
見
ら
れ
ぬ
状

況
が
表
れ
て
い
る
。

(2
)

発
生
件
数
か
ら
見
た
水
害
構
造

第
八
表
は

『水
害
統
計
』
か
ら
中
川
・流
域
に
お
け
る

一
九
六
七
年
以
降
の
水
害
発
生
件
数
を
河
川

(4

)

別

・
原
因
別
に
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
因
別
で
は
内
水
が
八
八

・
九
%
で
最
も
多
く
、
内
水

+

浸

(溢
)
水
、
溢
水
、
浸
水
と
続

い
て
い
る
。

一
方
河
川
別
で

は

普
通
河
川

が

六
〇

二
二
%
を
占

め
、
そ
の
他
、

一
級
河
川
の
順
に
な

っ
て
い
る
。
原
因
と
河
川
別
の
組
み
合
せ
で
は
、
普
通
河
川
に

よ
る
内
水
が
最
も
多
く
五
五

・
七
%
、
そ
の
他
に
よ
る
内
水
二
三

・
二
%
、

一
級
河
川
に
よ
る
内
水

一
〇

・
○
%
と
続
く
。
件
数
の
上
で
は
、
内
水
、
し
か
も
普
通
河
川
に
起
因
す

る
内
水
が
中
川
流
域

水
害
の
う
ち
で
主
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
川
流
域
低
地
部
は
元
来
水
田
と
し
て



の
土
地
利
用
が
卓
越
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
小
規
模
湛
水
が
直
接
発
生
に
結
び
つ
く
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
水
田
の
宅
地

・

工
業

用
地
化
が
、
十
分
な
都
市
排
水
施
設
を
伴
わ
ず
に
、
急
速
に
進
め
ら
れ
た
。
都
市
化
し
た
地
域
の
排
水
路
と
し
て
は
、
施
設

・
容
量

の
面

か
ら
不
十
分
な
働
き
し
か
成
し
得
ぬ
農
業
用
水
路
が
、
地
域
の
主
要
排
水
幹
線
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
普

通
河
川
に
起
因
す
る
内
水
水
害
が
多
発
す
る
要
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

中

川
流
域
南
部
で
内
水
水
害
が
多
発
す
る
別
の
理
由
に
地
盤
沈
下
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
部
地
域
で
は
急
速
な
地
盤
沈
下
の
進

行
は
す
で
に
沈
静
化
に
向

っ
て
い
る
が
、

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
年
間

一
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
沈
下
量
を

記
録
し
た
地
点
も
知
ら
れ
る
。
中
川
流
域
南
部
は
標
高
二
～
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
ま
た
河
川
勾
配
も

一
万
分
の

一
程
度

で
あ
る
た
あ
、

地
盤
沈
下
は
排
水
不
良
地
を
広
範
に
出
現
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
地
盤
沈
下
は
年
次
を
追
い
中
川
上
流
部
ま
で
及
び
、
現
在
、
栗
橋
、

鷲
宮
町
付
近
が
年
間
沈
下
量
で
は
最
も
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
流
域
南
部
で
多
発
し
て
い
る
内
水
災
害
が
、
都
市
化
と

地
盤
沈
下
の
波
及
に
伴
い
、
中
川
中

・
上
流
部
に
お
い
て
も
発
生
し
う
る
条
件
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

(3
)

中
川
流
域
水
害
の
原
因
別
変
化

67

,
一
九
六
九
年
以
降
の
中
川
流
域
の
水
害
を
原
因
別
に
年
次
を
追

っ
て
示
し
た
も
の
が
第
九
表

で
あ

る
。

原
因
別
に
被
害
金
額
を
示
せ

ば
、

総
被
害
金
額

一
二
、

=

五
百
万
円
の
う
ち
内
水
が
最
も
多
く

=

、
三
六
五
百
万
円

(全
被
害
金
額
の
九
三

・
八
%
)
、

溢
水
及

び
浸
水
三
七
八
百
万
円

(三

・
一
%
)
、
内
水
+
溢
水

・
浸
水
二
二
六
百
万
円

(
一
・
九
%
)、
高
潮

一
四
五
百
万
円

(
一
.
二
%
)
で
あ

る
。

一
方
、
全
浸
水
面
積
三
、
五
二
四

・
ニ

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
内
水
八
七

・
五
%
、
溢
水
及
び
浸
水
二

.
三
%
、
内
水
+
溢
水

.
浸

水
七

・
八
%
、
高
潮
二

・
四
%
と
な
り
、
被
害
金
額
と
ほ
ぼ
対
応
し
た
値
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、

一
九
七
五
年
以
前
と
以
降
に
区
分
し

て
水
害
原
因
の
変
化
を
追

っ
て
み
る
。

一
九
七
四
年
以
前
の
水
害
を
原
因
別
に
被
害
面
積
と
金
額
の
構
成
割
合
を
百
分
率
で
示
す
と
、
内

水
八
七

・
一
%
と
四
七

・
九
%
、
溢
、水
及
び
浸
水
三

・
一
%
と
二
七

・
一
%
、
内
水
+
溢
水

・
浸
水
六

・
五
%
と

=
二
・
二
%
、高
潮
三

・

三
%
と

一
一
・
八
%
で
あ
り
、
面
積
の
上
で
は
内
水
が
高
い
値
を
示
す
が
、
内
水
以
外

の
原
因
が
面
積
の
割
に
は
被
害
金
額
で
は
高
く
表

れ

て
い
る
。

つ
ま
り
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
被
害
金
額
は
溢
水
が
最
も
多
く
四
、
三
二
三
千
円
、
次
い
で
高
潮

一
、
七
三
四
千
円
、
内
水

+
溢
水

・
浸
水

一
、
○
〇
二
千
円
で
あ
り
、
内
水
は
二
七
〇
千
円
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
単
位
面
積
あ
た
り
の
被
害
金
額
が
低
く
、

浸
水
面
積
が
広
い
こ
と
は
、
一
九
七
四
年
以
前
の
内
水
被
害
は
農
地
部
を
中
心
に
広
範
囲
に
発
生
す
る
傾
向
が
強
か

っ
た
と
判
断
で
き
る
。



第9表 中川流域における原因別水害統計

内 水 溢 ・ 浸 水 内水+溢 ・浸水 高 潮
轟

81

1969 11.1
101,447

11.1

101,447

1970 6.0
6,006

6.0

6,006

1971 1961.4

391,302

76.4
328,123

148.6
103,082

83.7

145,110

2270.1

967,617

1972 156.0
36,848

2.5
10,284

158.5

47,132

1973

1974 49.8

54,435

0.8

5,611

10.E

48,777

61.4

108,823

小計 2184.3

590,038
(87.1)(
47.9)

77.2

333,734
(3.1)
(27.1)

161.9

162,143 .

(6.5)
(13.2)

83.7

145,110
(3.3)
(11.8)

2507.1

1231,025
(100.0)
(100.0)

1975
15.6

153,272

11.0

5,530

26.6

158,80e

1976
37.8

644,648

2.4

25,043

5.5

5,530

45.7

675,221

1977
28.3

515,130

0.1

5,041

28.4

520,171

1978
14.4 0.1 14.5

310,313 834
卜

311,147

1979
813.7

9152,184

2.2

13,764

96.0

52,943
911.9

9,218,891

'小計 909.8

10,775,547
(88.5)
(99.0)

4.E

44,679
(0.5)(
0.4)

112.5

64,000
(6。5)

(13,2)

(0.0)
(0.0)

1027.1

10,884,226
(100,0)
(100.0)

合計
3,094.1

11,365,585
(87.5)
(93.f)

82.0

378,413
(2.3)
(3.1)

274.4

226,143
(7.8)
(1.9)

83.7

145,110
(2.4)
(1.2)

3534.2

12,11E,251
(100.0)
(100.0)

(各年,水 害 統 計 よ り集計)

注)1.上 段 は 浸 水 面 積,単 位ha。

2.下 段 は被 害 金 額,1975を1,000と した デ フ レー ター を 用 い て 示 して あ る。単 位 千 円。

3.小 計,合 計 の()は,百 分率 。
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第
10表

中
川

流
域

に
お

け
る
河

川
別

水
害

統
計
1櫓

'1殺
4〕

園
壮

蚕
腹

1・
級

河
川

普
通

河
川

そ
の

イ唄
計
Q藤

騨
蝿

齢
細

1969

1970

1971

1972

197c

1974

小
計

1975

1976

1977

1978

1979

小
計

合
計

6.2

51,1786.0

6,006

564.7

678,3362。
5

10,2840.8
5,611
580.2(23,2)

751,415(61.0)
12.9

23,210
2.4

25,043

q7
10,123

0.7
6,023
368,2

4,624,270
448.9(43.7)

7,464,702(68.6)
1029.1(29.1)

8,216,117(67.8)

4.9

50,269

146.2

107,158

156.0

36,848

60.6

103,212

367。
7(14.7)

297,487(24.2)

12.9

118,278

39.0

538,800

14.1

368,5047.3

197,067

220.5

275,451

293.8(28.6)

1,498,100(13.8)

661.5(18.8)

1,795,587(14.8)

1556.2

182,123

1,556.2(62.1)

182,123(14。
8)

0.8

17,314.

4.3

111,378

13.6

141,5446.5

108,057

259.2

1,543,137

284.4(27.7)

1,921,430(17.5)

1840.6(52.1)

2,103,553(17.4)

11.1輕
慣

轟
く
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砲

終
極
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U'K:x
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く

・
脂

球
昏

豚
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注
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上
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は

浸
水

酪
単

伽
.臨

轄
統

計
よ

り
鰍
)騙

騨
糾
・
翻

畑
禅

2.下
段

は
被

害
金

額
1975年

を
1,000と

し
た

デ
フ

レ
ー

タ
ー
を

用
い

て
示

し
て

あ
る
。

単
位

千
円

。
但

脚
韻

£
ト
后

ゆ
J・

U簑
照

3.小
計
,合

計
の
()は

百
分

率
。



・さ
れ
て
い
る
。

(4
)

中
川
流
域
水
害
の
河
川
別
変
化

中
川
水
系
に
お
け
る
水
害
を
河
川
別

・
年
次
別
に
集
計
し
た
も
の
が
第

一
〇
表
で
あ
る
。
水
害
発
生
は

一
級
河
川
、
普
通
河
川
で
見
ら

れ
、
ま
た
そ
の
他
と
は
側
溝
等
か
ら
の
浸
水
や
窪
地
内
水
を
指
し
て
い
る
。

浸
水
面
積
三
、
五
三
四

・
ニ

ヘ
ク
タ
:
ル
の
う
ち
、

一
級
河
川
に
原
因
を
も

つ
も
の

一
、
〇
二
九

・
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
(全
浸
水
面
積
の

二
九

.
一
%
)
、
普
通
河
川
六
六

一
・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル

(
一
八

・
八
%
)
、
そ
の
他

一
、
八
四
〇

・
六

ヘ
ク
タ
ー
ル

(五
二

・
一
%
)
で
あ

り
、
そ
の
他
に
原
因
を
も

つ
浸
水
面
積
が
最
も
多
い
。

一
方
、
総
被
害
金
額

一
二
、

=

五
百
万
円
の
う
ち
、

一
級
河
川
を
原
因
と
す
る

水
害
が
最
も
多
く
六
七

・
八
%
、
普
通
河
川

一
四

・
八
%
、
そ
の
他

一
七

・
四
%
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
、

一
級
河
川
に
起
因
す

る
水
害
は

一
件
あ
た
り
の
被
害
面
積
、
被
害
金
額
が
大
き
い
の
に
対
し
、
普
通
河
川
の
場
合
は
小
規
模
な
水
害
が
多
発
し
、
さ
ら
に
そ
の

他
は

一
件
あ
た
り
の
浸
水
面
積
は
大
き
い
が
被
害
金
額
は
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
近
年
変
化
す

る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

一
九
七
四
年
以
前
の
浸
水
面
積
で
は
、
そ
の
他
を
起
因
と
す
る
も

の
が
最
も
多
く
六
二

・
一
%
、

一
級
河
川
二
三

・
二
%
、
普
通
河
川

7

一
四

・
七
%
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他
は

一
九
七

一
年
の
み
に
発
生
し
て
い
る
が
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
,あ
た
り
の
被
害

金
額
は

一
一
七
千
円

で
あ
る
。

一
方
、

一
級
河
川
に
つ
い
て

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
の
被
害
金
額
は

一
、
二
九
五
千
円
、
普
通
河
川
七
二
七
千
円
で
あ
る
。
そ

の
他
を
原
因
と
す
る
水
害
に
は
農
地
の
浸
水
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
以
降
で
は
、
・
一
級
河
川
に
起
因

す
る
浸
水
面
積
が
最
も
多
く
、
全
浸
水
面
積
四
三

・
七
%
、
普
通
河
川
二
八

・
六
%
、
・そ
の
他
二
七

・
七
%
と
な
り
、

}
九
七
四
年
以
前

と
比
較
し
て
そ
の
他
の
位
置
が
低
下
す
る
。

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
の
被
害
金
額
で
は

一
級
河
川
に
起
因
す
る
水
害
が

一
六
、
六
二
九
千

円
で
最
も
高
く
、
次
い
で
そ
の
他
六
、
七
五
六
千
円
、
普
通
河
川
五
、
〇
九
九
千
円
の
順
に
な
る
。

一
九
七
五
年
以
降
、
そ
の
他
に
起
因

す
る
水
害
が
都
市
化
の
な
か
で
住
宅
地
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
川
流
域
の
河
川
別
水
害
統
計
に
お
い
て
、

一
級
河
川

に
起
因
す
る
水
害
が
最
も
大
き
な
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
都
市
化
に
対
応
し
た
治
水
対
策

が
、

一
級
河
川
に
お

い
て
す
ら
十
分
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
事
実
を
予
想
さ
せ
る
。



六
、
草
加
市

の
水
害
と
住
民
の
対
応
形
態

(1
)

草
加
市
の
水
害
概
要

草
加
市
域
は
中
川
流
域
三
角
州
部
に
あ
り
、
低
湿
の
う
え
平
坦
な
土
地
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
旧
利
根
川
、
渡
良
瀬
川

・
荒
川
の
つ

く

っ
た
自
然
堤
防
が
点
在
し
、
そ
こ
に
古
い
集
落
が
立
地
す
る
。

一
方
、
低
湿
地
部
で
は
水
田
を
中
心
に
し
た
土
地
利
用
の
展
開
が
見
ら

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
京
に
隣
接
す
る
位
置
に
あ
る
た
あ
、
東
部
伊
勢
崎
線
各
駅
を
中
心
に
し
た
住
宅
地
化
や
東
京
か
ら
の
工
場
移
転
が

一
九

五
五
年
頃
か
ら
始
ま
り
、

一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
を
通
じ
激
し
い
都
市
化
が
進
み
、
市
域
の
ほ
ぼ
全
域
が
都
市
的
土
地
利
用
に

転

じ
て
し
ま

っ
た
。
現
在
、
市
域
全
面
積
二
、
七
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
市
街
地
調
整
地
域
は
、
市
の
北
東
部

に
僅
か
二
七

一
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
残
す
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
五
五
年
以
降
、
転
用
さ
れ
た
農
地
は
九
八
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
こ
の
う
ち
六
二

・
八
%

が
住
宅
用
地
、

=
二
・
一
%
が
工
業
用
地
、
九

・
四
%
が
学
校
、
官
公
用
地
、

=
二
・
七
%
が
道
路
、
そ
の
他
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
も

と
も

と
低
平
な
水
田
地
帯
が
農
地
の
過
半
を
占
め
て
い
た
た
め
、
水
田
の
転
用
は
、
全
転
用
面
積
の
七
七

・
七
%
に
及
ん
で
い
る
。

　

も

と
の
水
田
に
僅
か
な
盛
土
を
し
た
だ
け
の
急
造
住
宅
は
、
常
に
浸
水
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
水
田
の
都
市
的
土
地
利
用

8

へ
の
転
用
と
と
も
に
農
業
用
、
排
水
路
は
地
域
排
水
路

・
下
水
路
化
す
る
。

一
般
に
農
業
用

・
排
水
路
の
維
持
管
理

の
弛
緩
化
は
水
路
末

端
部

か
ら
起

こ
り
、
最
終
段
階
に
は
、
水
路
が
関
係
自
治
体
に
全
面
的
に
移
管
さ
れ
、
土
地
改
良
区
が
解
散
す
る
と

い
う
事
態
に
至
る
。

自

治
体
移
管
後
の
水
路
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
が
地
域
の
排
水
路
と
考
え
、
そ
れ
ま
で
の
農
民
に
代

っ
て
、
水
路
の
日
常
的
維
持

(清
掃

な
ど
)
を
す
る
こ
と
は
ま
ず
稀
で
あ
る
。
草
加
市
の
場
合
、
綾
瀬
川
右
岸
地
域
は
見
沼
用
水
の
支
線
に
あ
た
る
赤
堀
用
水
の
受
益
地
で
あ

っ
た
。・都
市
的
土
地
利
用
が
優
勢
に
な

っ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
流
域
の
下
水

・
排
水
路
は
、
旧
農
業
用
水
路
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
利

(5

V

用
す

る
状
態
に
あ
る
。
赤
堀
用
水
お
よ
び
そ
の
末
端
水
路
は

一
九
八
○
年
、
草
加
市
に
移
管
さ
れ
た
後
は
、
以
前
の
よ
う
に
は
用
水
路
の

凌
喋
、
清
掃
が
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、

い
た
る
所
で
排
水
不
良

・
下
水
の
滞
り
を
生
ん
で
い
る
。
し
か
し
少
数
で
は
あ
れ
点
在
す
る
水
田

に
、
施
設
移
管
後
も
こ
れ
ら
の
水
路
を
用
い
て
用
水
供
給
さ
れ
る
の
が
実
状
で
あ
り
、
四
月
～
九
月
の
用
水
期
に
は
水
位
が
高
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
水
路
は
、
激
し
い
降
雨
の
度
に
溢
水
源
と
な

っ
て
い
る
。
水
田
の
転
用
は
水
田
の
遊
水
池

的
機
能
を
奪
い
、
降

雨

が

一
気
に
排
水
路

・
河
川
に
流
出
す
る
要
因
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
草
加
市
内
を
流
れ
る
綾
瀬
川
、
伝
右
川
は
い
ず
れ
も
感
潮
河
川
で



翫
…簸
　蹴　灘　}臨…喉輪
「
r

.

「

.

.

騨

発

艦

、禍
欝

識

纏

デ

凱
繍
劃
一
、脚
雪

喫

繍
謙
難
鱗

て

ノ
!

熱

∵諄

.

、停

葦

曇

.・
、

…

聞

直

禦

下
は
排
水
歪

地
を

〆
題

膣

　
欝

・　
一罪

漸

B
4
,新
傭
役

、

一
跨

猛
一
　

覆

謡

嚢

書
η
.
塗

§
舞

=

＼

砿

・

・

・

廼

-

一

一
籏

……...………鷹

・

　

轟

"

将

加

埋

水

・
駅

一

一

詞

'

連

窓

.

～

蕊

"

期

一

説欝欝
・離

漿

　溝

鯉
解

離

翫
鵬畿

離
離
懲

グ蔚"
草 加 市 水 害 状 況 図(1972～

12.同2回,3.同3回 ～

i然 堤 防,7.河 川 及 び水 路,

B氷 川 町,C柳 島,D両 菊

二町,⑫ ポ ンプ 排 水 機 場,(

唖の 駅 は 草 加 駅 。(草 加 市 召

1一 計 九 一 一 生
ト'沈 八 九 つ み
ル ニ 下 〇 六 を'
を 二 量 年 二 構 水
記 ○ で ま 年 成 害
録 ミ は で か す 原
し り 最 の ら る 因
た メ 大 異 一 。の

81

響

..

牒

三
評

・

　
…
(

・
　

魂

、̀㌶
・

甑

艦

訳

な
く
∴

メ
ー
ト
ル

一

'
.

リニ

　二

二

潔

ボ譜
讐

曇

∴

N

脚、箇F③
蜷

糠
鰍

6

哩
.

＼
・＼
、

ζ

し

!

愈

".,
藩

鯉

膿

を
越
え
・
難

下



習
地
に
変
え
て
し
ま

っ
た
。

第
六
図
は

一
九
七
二
年
か
ら

一
九
七
九
年
に
か
け
て
の
草
加
市
域
で
の
水
害
発
生
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
家
屋
浸
水

被
害
を
発
生
さ
せ
た
水
害
回
数
は
延
べ

一
六
回
に
及
び
、
累
計
浸
水
家
屋
数
は

一
〇
、
六
七
二
戸
に
達
し
て
い
る
。
被
害
は
各
河
川
及
び

旧
農
業
用
水
幹
線
に
沿

っ
た
地
域
を
主
に
発
生
し
、
同

一
地
区
が
何
回
も
被
害
を
受
け
、
被
害
回
数
の
最
大
は

一
〇
回
に
も

及

ん

で

い

る
。

一
方
、
自
然
堤
防
上
の
地
域
は
水
害
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
く
、

一
回
以
上
の
被
災
経
験
を
持

つ
地
区
は
存
在

し
な
い
。
そ
こ
で
、

水
害
常
習
地
区
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
水
原
因
の
概
要
を
述
べ
て
み
る
。
旭
町
地
区

(第
六
図
中
A
で
示
さ
れ
た
地
区
、
以
下
同
)
で

は
側
溝
か
ら
下
水
幹
線

(旧
農
業
用
水
幹
線
)

へ
の
排
水
不
良
や
住
宅
地
域
で
の
凹
地

へ
の
集
水
化
に
よ
り
、
水
害
常
習
地
が
出
現
。
氷

川

町

(B
)
は
平
坦
で
、
下
水
路
の
流
水
に
困
難
を
生
じ
て
い
る
。
も
と
の
農
業
用
水
で
あ
る
下
水
路
は
、
淡
淡
が
行
な
わ
れ
ず
、
途
中

で
埋
め
立
て
ら
れ
た
水
路
も
見
ら
れ
る
。
柳
島

(C
)
は
草
加
市
域
で
累
計
地
盤
沈
下
量
が
最
も
大
き
い
地
点
で
、

そ
の
う
え
下
水
路
が

集
中
し
て
い
る
た
め
、
周
辺
の
排
水
が
集
ま
る
と
同
時
に
排
水
不
良
に
陥

っ
て
い
る
。
両
新
田

(D
)
は
旧
農
業
用
水
路
の
未
端
部
に
位

置

し
て
い
る
。
農
業
用
水
路
は
末
端
に
向
う
に
従
い
細
く
な
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
農
業
用
水
路
を
そ
の
ま
ま
都
市
下
水
路
に
使
用
す
る

　

と
、
激
し
い
降
雨
の
度
に
末
端
部
で
は
排
水
量
を
の
み
込
め
な
い
状
況
が
発
生
す
る
。
綾
瀬
川

・
古
綾
瀬
川
合
流
点

(E
)
は
両
河
川
の

8

後

背
湿
地
に
あ
た
り
、
河
川
か
ら
の
溢
水
と
.内
水
に
よ
り
、
床
上
浸
水
経
験
世
帯
も
多
い
。
綾
瀬
川
左
岸

(F
)
は
も
と
は
堤
外
地
の
低

湿

地
で
あ

っ
た
。
現
在

一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
余
の
高
さ
を
持

つ
堤
防
が
こ
の
地
区
の
前
面
に
建
設
さ
れ
た
が
、
本
堤
防

は
背
後
の
八
潮
市
と

の
境
界
線
上
に
あ
る
。
都
市
計
画
上
で
は
将
来
遊
水
池
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
現
在
用
途
未
指
定
地
で
あ
る
。
松
江
町

(G
)
は
背
後
の

稲

荷
町
の
排
水
が
集
中
す
る
と
同
時
に
、
地
区
内
に
工
業
団
地
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
置
さ
れ
て
い
る
排
水
路
は
容
量
が

小
さ
い
。
こ
の
排
水
路
に
は
古
綾
瀬
川
に
ポ
ン
プ
排
水
す
る
排
水
機
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
排
水
機
場
と
し
て
は
草
加
市
唯

一
の
も
の

で
あ
る
が
、
排
水
能
力
が
毎
秒

一
ト
ン
と
少
な
く
、
豪
雨
時
の
地
域
排
水
を
す
べ
て
ま
か
な
え
る
容
量
を
持

つ
も
の
で
は
な
い
。

一
九
七

九
年
十
月
水
害
で
は
古
綾
瀬
川
か
ら
の
溢
水
に
よ
り
ポ
ン
プ
排
水
が
不
可
能
に
陥
り
浸
水
面
積
の
拡
大
化
を
生
ん
で
い
る
。

(2
)

水
害
常
習
地
の
社
会
構
造

こ
こ
で
は
、
前
述
の
草
加
市
水
害
常
習
地
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
五
〇
世
帯
に
つ
い
て
、
住
宅
の
タ
イ
。フ
、
居
住
年
数
、
水
害
経
験
を

通
じ
て
そ
の
社
会
構
造
を
分
析
し
て
み
る
。
第
七
図
は
水
害
経
験
回
数
と
居
住
年
数
の
関
係
の
な
か
に
住
宅
タ
イ
プ
を
分
類
し
た
も
の
で
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0 ・》1 ～2 '》4 ～6 ～10 肉2 ^'35 35

1 ●● ● □ ○ □
～ 9

2

3 ● ● ■ □ ○

水 ～ 11

4

害5 ●●○ ○

経 ～ 8
6

験7 ●

回S10 4

数11
～ 3

一15

回16
)

● ○
1 2

20

●●○ ○[コ○△
Over

□□ 13
20 図

total 3 3 5 5 4 6 15 4 5 50

あ
る
。
調
査
対
象
五
〇
世
帯

そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
タ

ー

イ
プ
は
、
持
ち
家
個
人
住
宅

一
二
戸
、
借
家

一
六

械

戸
・

ア
パ
ー
ト
四
戸
・
社
宅

二
尺

店
舗
兼
用
住

轍

鉤

宅
八
戸

(う
ち
一
戸
は
獲

)、
工
場
兼
住
宅
七

駐

縫

戸

(う
ち
一戸
は
借
家
)、
髪

二
戸

で
あ
・
.

瞭

鋤

踏

壌

課

搬

蒲

螺

崖

鎚

灘

切

繊

備

戦
前
か
ら
の
嘉

市
在
住
世
帯
数
は
四
　

(髪

轄

二
頁

商
店

=
尺

工
場

一
戸
)
で
あ
戦

他
は

の

古
く
と
も

一
九
五
〇
年
代
後

半
以
降
の
転
入
者
で

騰

占
ら
れ
め
て
い
る
・

駐

.

水
害
経
駿

は
居
住
年
数
と
ほ
ぼ
比
例
し
た
関

紹

製

係
を
持

・
て
表
れ
る
。
と
く
に
二
〇
回
以
上
の
水

舗

害
被
災
経
験
を
持

つ
世
帯
は
、
居
住
年
数

一
〇
年

水

』

以
上
の
グ

ル
…
プ
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
居
住

鱈

年

一
〇
年
以
上
に
つ
い
て
戟

四
回
以
下
の
水
害

草

図

経
験
し
か
持

っ
て
い
な
い
世
帯
も
あ
り
・
こ
の
比

　

咽

鄭

例
関
係
が
居
住
地
区
の
特
性

や
各
世
帯
の
防
災
対

第

例

策
等
に
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

凡

居
住
年
数
二
年
未
満
の
場
合
・
住
宅
タ
イ
プ
は
借

注

家
、
ア
パ
ー
ト
が
大
半
を
占
め
、
居
住
者
の
転
出

・
転
入
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
た
結
果
を
表
し
て
い



る
。

つ
ま
り
、
毎
年
二
～
三
回
も
浸
水
を
被
る
状
況
が
借
家

(間
)
人
の
移
動
を
促
進
す
る
要
因
の

一
つ
を
構
成
し

て

い

る

と

思
わ
れ

る
。
近
年
草
加
市
で
最
も
激
し
い
水
害
で
あ

っ
た

一
九
七
九
年

一
〇
月
台
風
以
降
転
入
し
た
借
家
、
ア
パ
ー
ト
居
住
世
帯
は

一
一
戸
で
あ

り
、
全
借
家

・
ア
パ
ー
ト
居
住
世
帯

一
七
戸
の
六
四

・
七
%
に
達
し
て
い
る
。
借
家

(間
)
層
に
あ

っ
て
は
、
水
害
常
習
地
か
ら
の
転
出

が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
ま
た
転
出
が
最
も
確
実
な
水
害
対
策
に
も
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
借
家

・
ア
パ
ー
ト
居
住
者
が
こ

れ

ら
短
期
間
の
在
住
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
六
年
以
上
も
同

一
の
借
家
に
住
み
、
し
か
も

=

回
以
上
も
の
水
害
経
験
を
有

す

る
世
帯
は
四
戸
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
四
世
帯
は
、
老
人
世
帯
二
戸
、
借
家
が
勤
務
地
に
近
接
す
る
も
の
二
戸
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
転
出

(6

)

・
転
居
に
か
な
り
の
困
難
が
伴
う
と
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
居
住
年
数

一
〇
年
以
上
に
は
二
四
世
帯
あ
る
が
、
持
ち
家
類
が
大
半
を

占

め
て
い
る
。
水
害
経
験
回
数
で
は
、
頻
繁

に
被
害
を
被

っ
た
水
害
経
験

一
六
回
以
上
の
グ
ル
ー
プ

一
四
戸
と
、

一
〇
回
以
下
の
グ

ル
ー

プ

一
〇
戸
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
持
ち
家

の
な
か
で
も
工
場
兼
用
住
宅
が
、
後
者

で
は
農
家

.
商
店
用
住
宅
が
他

の
住
宅
タ
イ
プ
に
比

較

し
て
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。
戦
前
か
ら
の
居
住
世
帯
は
概
し
て
微
高
地
上
に
住
む
な
ど
被
災
回
数
は
少
な
い
。
し
か
し
、

一
九
六

〇

年
以
降
に
顕
在
化
し
た
水
害
発
生
機
構
の
変
化

(地
盤
沈
下
、
内
水
氾
濫
の
頻
発
化
)
に
伴

い
、
戦
前
か
ら
の
安
全
な
場
所
が
水
害
多

発
地
に
変
り
、
最
も
水
害
経
験
の
多
い
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
世
帯
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(3
)

水
害

へ
の
対
応
策
と
し
て
の
盛
土

個
人
的
に
水
害
を
防
止
す
る
最
も
直
接
的
な
方
法
と
し
て
盛
土
が
あ
る
。
し
か
し
、
盛
土
は
住
民
間
に
競
争
を
生

み
、
後
か
ら
の
転
入

者

の
高
い
盛
土
が
先
の
入
居
者

へ
の
水
害
原
因
に
な

っ
た
り
、
結
果
と
し
て
湛
水
域
を
広
げ
新
た
な
浸
水
域
を
生
む
な
ど
、
か
な
り
問
題

の
多
い
対
策
で
あ
る
。
盛
土
と
居
住
年
数
と
の
関
連
を
住
宅
タ
イ
プ
別
に
示
し
た
も
の
が
第
八
図

で
あ
る
。
借
家
に

つ
い
て
は
、
大
半
が

　　

け

盛
土
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
千

ル
以
下
で
あ
る
。
高
額
な
盛
土
費
を
か
け
た
貸
家
を
建
設
し
て
も
、
家
賃
が
高
く
な
り
、

入
居
者

の
減
少
を
招

き
か
ね
な
い
と
家
主
側
が
考
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
持
ち
家
に
つ
い
て
は
、
居
住
年
数
の
長
い
グ
ル
ー
プ
ほ
ど
盛
土

の
高
さ
に
差
が
生
じ

て
く
る
。
こ
れ
は
家
屋
を
建
て
直
す
度
に
盛
土
を
高
く
し
た
り
、
よ
り
高
い
盛
土
を
求
め
て
家
屋
の
建

て
直
し
が
行
な
わ
れ
た
た
あ
で
あ

る
。
し
か
し
、
居
住
年
数
が
長
い
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
、
低
い
盛
土
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
家
の
周
辺
に
後
か

ら
転
入
し
た
者
が
よ
り
高
い
盛
土
を
し
た
場
合
、
人
工
的
な
凹
地
に
居
住
す
る
結
果
と
な
り
、
頻
繁
に
浸
水
を
経
験
す
る
と
い
う
状
況
に

陥

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
以
前
か
ら
の
居
住
者
は
、
こ
の
地
域
か
ら
転
出
す
る
か
、
盛
土
を
後
の
転
入
者
よ
り
高
く
し
て

泓
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(聴き取 り調査 よ り作成)

家
屋
を
建

て
直
す
以
外
に
は
、

水
害
か
ら
の
が
れ
る
の
は
困
難

に
な
る
。

つ
ま
り
、
盛
土
競
争

は
よ
り
資
金
的
に
め
ぐ
ま
れ
た

階
層
し
か
水
害
防
備
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
に
結
び

つ
い
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

水
害
常
習
地
の
住
民
が
、
転

入
時
に
、

そ
の
土
地
の
水
害
状

況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識

を
持

っ
て
い
た
の

で
あ

ろ

う

か
。
聴
き
取
り
調
査
五
〇
戸
の

う
ち
、
転
入
時
水
害
常
習
地
で

あ
る
こ
と
を

「
知

ら

な

か

っ

た
」
と
答
え
た
も
の
二
九
戸
、

「
少
し
は
水
害
が
あ
る
と
予
想

し
た
」

も

の

一
〇
戸
、
「
よ
く

承
知
し
て
い
た
」
も
の
三
戸
、

「昔
は
水
害
が
な
く
、
近
年
に

な
っ
て
被
害
を
受
け
る
よ
う
に

な

っ
た
」
も
の

八
戸
.で

あ

っ

た
。
「
昔
は
水
害
が

な

く
…
」

85



と
答

え
た
八
戸
の
う
ち
五
戸
が
二
〇
年
以
上
、
三
戸
が

一
〇
年
以
上
の
居
住
年
数
を
持

つ
も
の
で
あ
り
、
こ
こ

一
〇
年
前
後

の
間
に
、
そ

れ
ぞ
れ
居
住
地
区
が
水
害
常
習
地
に
変
貌
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
盛
土
を
行
な
い
家
屋
の
嵩
上
げ

や
建

て
直
し
を
す
る

例
が
多
く
、
八
戸
の
平
均
盛
土
は
七

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。

「よ
く
承
知
し
て
い
た
」

と
答
え
た
三
戸

の
住
宅
タ
イ
プ
は

ア
パ
ー
ト
二
戸
、
借
家

一
戸
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
家
賃
が
水
害
常
習
地
で
あ
る
た
め
他
地
域
の
そ
れ
と
比
較
し
て
格
安
で
あ

っ
た
こ
と

を
、
転
入
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
三
戸
に
あ

っ
て
、

特
別
な
水
害
対
策
は
見
ら
れ
な
い
。

「少
し
は
水
害
が
あ
る
と
予
想

し
た
」
と
答
え
た
も
の
は
、
綾
瀬
川
の
後
背
湿
地
に
あ
た
る
場
所
や
、
も
と
の
農
業
用
水
幹
線
路
に
隣
接
す
る
場
所
に
居
住
し
て
い
る
。

一
〇
戸
の
う
ち
持
ち
家
類
は
七
戸
で
、

全
戸
が
盛
土
を
行
な

っ
て
お
り
、

そ
の
平
均
は
五
七
セ
ン
チ
メ
…
ト
ル
で
あ

る
。
「
知
ら
な
か

っ

た
」
と
答
え
た
二
九
戸
の
う
ち
、

一
七
戸

(五
八

・
六
%
)
が
借
家
、
ア
パ
ー
ト
居
住
者
で
あ
る
。
持
ち
家
類

一
二
戸

の
盛
土
平
均
は

一

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、
半
数
の
六
戸
が
盛
土
な
し
で
あ

っ
た
。
住
宅
建
設
に
際
し
あ
ら
か
じ
め
水
害
に

つ
い
て
の
情
報
が
得
ら

れ
な
か

っ
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。

(
4
)

水
害
認
識
と
対
応
策

　

地
域
住
民
の
水
害
に
対
す
る
認
識
は
、
水
害
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
か
と
い
う
問
題
と
直
接
関
わ
り
を
持

っ
て
い
る
。
水
害
認
識

8

の
確
立
に
は
、
過
去
の
水
害
経
験
と
り
わ
け
ひ
ど
い
被
害
を
受
け
た
か
否
か
が
重
要
な
要
素
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
水
害
経
験
を
床
上

浸
水

と
床
下
浸
水
に
分
け
、
対
応
形
態
の
差
異
を
調

べ
た
ゆ
聴
き
取
り
対
象
五
〇
戸
の
う
ち
、
床
上
浸
水
経
験
の
あ

る
も
の
二
三
一尺

未

経
験
二
七
戸
で
あ
る
。
床
上
経
験
の
住
宅
タ
イ
プ
別
で
は
持
ち
家
個
人
住
宅
七
戸
、
借
家
五
戸
、
社
宅

一
戸
、
農
家

=
戸
、
店
舗
兼
用
住

宅
四
戸
、
工
場
兼
用
住
宅
五
戸
で
あ
り
、
持
ち
家
類
が
七
九

・
三
%
を
占
め
て
い
る
。

一
方
未
経
験
で
は
、
持
ち
家
個
人
住
宅
五
戸
、
借

家

一
=
　
、
ア
パ
ー
ト
四
戸
、

農
家

二
　
、

店
舗
兼
用
住
宅
四
戸

(う
ち
借
家

一
戸
)
、
工
場
兼
用
住
宅
二
戸

(う
ち
借
家

=
　
)
で
あ

り
、
借
家
類
が
六
三

・
○
%
を
占
め
て
い
る
。
借
家
層
に
あ

っ
て
は
転
出
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
床
上
浸
水
被
害

な
ど
を
受
け
る
と
最

も
確
実
な
対
策
で
あ
る
転
出
を
行
な
う
も
の
が
多
い
た
め
、
現
在
居
住
し
て
い
る
も
の
に
は
床
上
浸
水
な
ど
の
経
験
者
が
少
な
い
結
果
と

な

っ
て
い
る
。

床
上
浸
水
経
験
と
未
経
験
の
各
グ

ル
ー
プ
の
な
か
で
、
盛
土
も
な
く
、
明
瞭
な
水
害
対
策
を
講
じ
て
い
な
い
戸
数
は
、
前
者

で
は
五
戸

(
二

一
・
七
%
)
に
対
し
、
後
者
で
は

一
〇
戸

(三
七

・
○
%
)
に
上

っ
て
い
る
。
床
上
経
験
グ

ル
ー
プ
の
場
合
、
家
屋
の
盛
土
と
そ
の



他

の
対
策
を
複
合
し
て
講
じ
て
い
る
戸
数
は

一
四
戸

(六
〇

・
八
%
)
に
達
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

(重
複
を
含
む
)
重
要
で
耐
水
性

の
な
い
品
物
を
高
く
上
げ
て
お
く

(
=

戸
)、
機
械
類
に
グ
リ
ー
ス
等
を
塗
る

(二
戸
)
、

土
の
う
を
準
備
し
て
お
く

(二
戸
)
、

水
中

排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る

(
三
戸
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
床
上
浸
水
三
回
以
上
経
験
し
て
い
る
七
戸
す

べ
て
が
、
複
合
し
た

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

一
方
、
床
上
浸
水
未
経
験
グ

ル
ー
プ
で
は
、
複
合
し
た
対
策
を
構
じ
て
い
る
も
の
は
僅
か
三
戸

(
=

・
一
%
)

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
三
戸
は
、
九
年
以
上
の
居
住
年
を
持
ち
、
床
下
浸
水
経
験
は
六
回
を
超
え
て
い
る
が
、
盛
土
は
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
比
較
的
低
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
三
戸
で
見
ら
れ
る
複
合
対
策
は
、
盛
土
の
不
十
分
性
を
他
の
対
策
で
カ
バ
ー

す
る
傾
向
を
持

つ
も
の
だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
居
住
地
域
と
し
て
水
害
対
策
を
講
じ
て
い
る
例
は
、
調
査
対
象

一
〇
町
会
の
う
ち
二

つ
の
町
会
で
確
認
で

き
た
。

一
つ
は
町
会

(
一
〇
世
帯

で
構
成
さ
れ
て
い
た
)
で
排
水
ポ
ン
プ
を
共
同
購
入
設
置
し
、
毎
月
の
徴
収
金

(
一
世
帯
あ
た
り

一
〇

〇
円
前
後
)

で
道
路
等
の
排
水
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
る
旭
町
の
例
で
あ
る
。
他
は
都
市
下
水
路
化
し
た
も
と
の
農
業
用
水
路
を
町
会
全

世
帯

の
負
役
で
毎
月

一
回
凌
諜

・
清
掃
し
て
い
る
清
門
町

(第
六
図
中
H
で
示
す
)
の
例
で
あ
る
。
他

の
八
町
会

で
は
具
体
的
対
策
は
見

　

ら
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
水
害
対
策
は
個
々
の
住
民
に
よ
る
個
別
の
対
策
が
主
で
あ
り
、
未
だ
地
域
を
単
位
と
し
た
対
策
を
立
て

8

る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

水
害
常
習
地
に
住
む
住
民
が
講
ず
る
水
害
対
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
が
居
住
地
域
で
ど
の
よ
う
な
水
害
を
経
験

し
、
そ
れ
に
よ

っ
て

ど
の
よ
う
な
水
害
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。
水
害
常
習
地
の
住
民
は
過
去
の
水
害
時
に
お
い
て
す
ら
、
降
雨
や

河
川

の
状
況
、
出
水
の
程
度
と
規
模
等
に
つ
い
て
の
情
報
や
警
報
を
公
的
機
関
か
ら
直
接
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
住
民
の
水
害
認
識
が
直
接
的
水
害
経
験
か
ら
生
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
住
民
の
構
じ
る
水
害
対

策
に
お
い
て
、
床
上
浸
水
経
験
世
帯
と
未
経
験
世
帯
と
で
は
明
瞭
な
差
異
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
合
せ
て
新
興
住
宅
地
で
あ
る
た
め
、
住

民
の
転
出
入
が
激
し
く
、
地
域
を
単
位
と
し
た
住
民
主
体
の
水
害
対
策
が
な
か
な
か
立
て
に
く
い
状
況
に
も
陥

っ
て
い
る
。
自
治
体
等
の

公
的
機
関
が
洪
水

・
水
害
警
報
の
み
な
ら
ず
、
過
去
の
出
水
状
況
さ
ら
に
は
具
体
的
な
個
々
の
対
策
ま
で
も
含
め
た
情
報
を
提
供
す
る
こ

'

と
が
求
あ
ら
れ
て
い
る
。

(
5
)

工
場
に
見
ら
れ
る
水
害
対
応
策
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蔭
3
塗

皿
職
漂
謙

七
五
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

酋

震

う
ち
、
工
業
専
用
及
び

讃

工
業
地
域
は

一
五
九

・

戯

三

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る

調

が
、
そ
の
大
半
が
綾
瀬

鍔
C

川
左
岸
松
江
町
地
区
に

鍔
C

集
中
し
て
い
る
。
こ
の

鍔
C

地
区
の

一
部
は
水
害
常

鍔
C

習
地
域
に
あ
た
り
、

一

醇

九
七
九
年
δ

月
台
風

8

を
は
じ
め
何
回
か
の
浸

8

誰

雛
祭

塞

鎖
題
離

ミ
翼

・

.

水
経
験
書

す
・
工
場

ω)
藷
蔭
さ
違
浦
d
"
○
導
洪
玩
具
M
。難
陳

〉
建
[即
・
矯
重
臣
豊
熊
襲
"
口
唇
蛤
三
豊
洪
㌣
÷
く
隔
1
、琴
難
"

が
存
在
す
る
。
そ
こ
で

×
燵
和
.
矯
貫
蒔
爵
く
朕
亜
が
逡
浦
・
◎
國
ト

浸
水
経
験
を
有
す
る
工

場

で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
立
て
ら
れ
て
い
る
か
に
焦
点
を
あ
て
、
工
場
規
模
の
大
小
を
基
軸
に
し
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

調
査
対
象
は
第

=

表
に
示
し
た

一
〇
工
場
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
場
の
多
く
は
松
江
町
の
工
業
団
地
形
成
を
契
機
に
、

一
九
六
〇
年

代
前
後
に
東
京
か
ら
移
転
し
て
き
た
も
の
が
多
い
。
工
場
建
設
に
際
し
綾
瀬
川
か
ら
の
溢
水
を
予
想
し
て
最
高
二
五
〇
セ
ン
チ
メ
!
ト
ル

も

の
土
盛
を
行
な

っ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
規
模
の
小
さ
い
工
場

に
あ

っ
て
は
、
水
害

へ
の
対
策
を
何
ら
講
ず
る
こ
と
な
し
に
建
設

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

一
九
七
九
年

一
〇
月
台
風
は
綾
瀬
川
か
ら
の
逆
流
と
内
水
排
水
不
良
を
生
み
、
多
く
の
工
場
で
床
上
浸
水
被

害

を
被

っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
水
害
防
備
対
策
に
関
し
て
は
、
規
模
の
大
き
い
工
場

く工
場
番
号

一
、
二
、
三
、
四
)
と
そ
れ
以
下
の

工
場

で
は
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
規
模
の
大
き

い
工
場
で
は

一
九
七
九
年

一
〇
月
水
害
を
契
機
に
、
自
家
発
電
装
置
を



有
し
た
容
量
の
大
き
い
排
水
ポ
ン
プ
を
複
数
配
置
す
る

(番
号

一
、
二
、
三
、
四
)、

モ
ー
タ
ー
類
を
全
て
高

い
場
所

に
設
置
し
直
す
(番

号

一
)、
製
品

・
材
料
置
場
を
二
階
に
新
設

(番
号

一
、
三
)
、
製
品
を
浸
水
か
ら
守
る
台
座
の
特
注

(番
号

一
、.
二
、
四
)
な
ど
複
数
の

構

造
的
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
非
構
造
的

・
ツ
フ
ト
な
対
策
と
し
て
、
各
工
場

で
自
主
的
防
災
組
織
を
恒
常

的
に
設
け
、
豪
雨
時

に
は
即
応
で
き
る
体
制
を
創
り
だ
し
て
い
る
。

一
方
、
規
模
の
小
さ
い
工
場

で
の
構
造
的
対
策
と
し
て
は
、
豪
雨

の
度
に
製
品
を
高
い
所

に
上
げ
る
程
度
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
番
号
七
工
場
に
お
い
て
は
、

危
険
物
を
石
油
カ
ン
の
上
に
置
き
、
出
水
に
備
え
て
い

る
。
し
か
し
、
実
際
の
浸
水
状
況
に
陥

っ
た
場
合
、
危
険
物
の
流
出
と
い
う
事
態
も
予
想
さ
れ
、
か
え

っ
て
危
険
な
状
況
を
創
り
出
す
要

(
8

)

因

に
も
な
り
か
ね
な
い
状
態
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

一
九
七
九
年

一
〇
月
浸
水
の
復
旧
日
数
は
、
浸
水
状
況
に
左
右
さ
れ
、
必
ら
ず
し
も
工
場
規
模
で
長

・
短
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
大
規
模
工
場

に
お
い
て
は
同
系
列
企
業
の
工
場
を
用
い
て
の
夜
間
創
業

(番
号

一
)
や
第
二
工
場

の
フ
ル
操
業

(番
号
三
)
を
通
じ

て
製
品
の
出
貨
停
止
を
免
れ
て
い
る
。

一
方
、
第
二
工
場
や
系
列
工
場
を
持
た
ぬ
小
規
模
工
場
の
場
合
は
工
場
創
業
停
止
日
数
が
文
字
ど

う
り
製
品
出
貨
停
止
日
数
と
な
り
、
浸
水
が
直
接
営
業
に
結
び

つ
く
被
害
と
な

っ
て
い
る
。
復
旧
過
程
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
後
の
水

98

害
対
策
に
お
い
て
も
工
場
規
模
の
大
小
に
よ

っ
て
対
策
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

(6
)

地
域
水
害
対
策

草
加
市
の
水
害
は
低
湿
地
で
あ
る
と
い
う
地
形
上
の
特
徴
の
う
え
に
、
激
し
い
都
市
化
に
治
水
対
策
が
追
い
つ
か
ず
に
発
生
し
て
い
る

と
言
え
る
。

一
九
七
九
年

一
〇
月
台
風
水
害
を
契
機
に

「激
じ
ん
災
害
特
別
緊
急
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
綾
瀬
川
、
伝
右
川
の
排
水
能

力
を
高
め
る
治
水
施
設
を
中
心
と
し
た
対
策
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
治
水
施
設
整
備
を
中
心
に
し
た
対
策
は
家
屋
の

密
集
し
た
地
域
で
の
用
地
確
保
に
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

ハ
ー
ド
な
対
策
の
み

で
は
必
ず
し
も
十
分

な
効
果
を
あ
げ
る
と
は
言
え
な
い
。

ハ
ー
ド
な
対
策
に
対
し
、
ソ
フ
ト
な
対
策
が
近
年
活
発
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ソ
フ
ト
な
対
策
に
は

土

地
利
用
と
開
発
の
規
制
、
住
宅
の
耐
水
化
、
警
報

・
避
難
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
九
八
○
年
中
川
流
域
で
指
定
さ

れ
た

「
総
合
治
水
対
策
」
は
洪
水
に
強
い
流
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
お
り
、
ソ
フ
ト
な
対
策
も
幾
つ
か
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ー
ド

な
対
策
と
ソ
フ
ト
な
対
策
の
複
合
的
実
施
が
効
果
あ
る
治
水
に
結
び

つ
く
は
ず
で
あ
る
。

草
加
市
で
は
急
激
な
都
市
化
の
な
か
で
多
く
の
水
害
常
習
地
を
発
生
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
水
害
常
習
地
化
し
た
地
区
に



転

入
し
た
住
民
は
、
地
域
の
水
害
史
を
何
ら
知
る
こ
と
な
く
、
適
切
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
出
水
に
耐
え
続
け
る
状
況
に
陥

っ
て
い
る
。
盛
土
に
よ
る
対
策
が
個
々
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
盛
土
競
争
に
よ
る
遊
水
機
能
の
減
少
を
生
み
、
湛
水
深
を
深
め
、
湛
水

域
を
広
げ
、
結
果
と
し
て
被
害
を
拡
大
す
る
要
因
に
な

っ
て
い
る
。
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
洪
水
情
報

・
警
報

・
洪
水
対
策
の
確
立
が
も

と
め
ら
れ
て
い
る
。

七
、
総
合
治
水
対
策

従
来
、
洪
水
対
策
は
お
も
に
構
造
的
対
策
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
構
造
的
対
策
と
は
、
土
木
施
策

(堤
防
、
水
路
拡
張
、
捷
水
路
、
ダ

ム
、
遊
水
池
な
ど
)、
洪
水
軽
減
施
策

(植
林
、
雨
水
地
下
浸
透
装
置
な
ど
)
、
耐
水
施
策

(建
物
の
か
さ
上
げ
、
防
水
工
事
な
ど
)
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
耐
水
施
策
を
除
く
と
い
ず
れ
も

「
過
剰
な
水
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
洪
水
の
大
き
さ
と
頻
度
を
変
え
、

被
害
を
少
な
く
す
る
」
(ω
a
臣

一
九
七
九
)
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
施
に
あ
た
り
多
く
の
用
地
と
費
用
が
必
要
と
さ
れ
、

ま
に
ま

た
過
去
の
出
水
デ
ー
タ
を
資
料
に
し
た

「
安
全
基
準
」
の
枠
内
で
し
か
効
果
が
発
揮
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
堤
防
が
作
ら
れ
る
と
河
川
の

へ
り

　

で
開
発
が
及
ぶ
と
い
う
類
の
問
題

(安
全
神
話
)
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
近
年
、
非
構
造
的
対
策
が
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き

9

た
。
単
な
る
物
理
的
洪
水
制
御
を
め
ざ
す
よ
り
、
入
間
が
洪
水
と
い
う
環
境
に
ど
う
適
応
す
る
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
非

構
造
的
対
策
に
は
、
土
地
利
用

・
開
発
規
制
、
水
害
保
険
、
洪
水
予
報

・
避
難
シ
ス
テ
ム
、
公
的
救
済
基
金
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
過
去

の
出
水
デ
ー
タ
、
洪
水
予
想
か
ら
出
さ
れ
た
洪
水
危
険
の
度
合
に
応
じ
た
、
土
地
利
用

・
開
発
規
制
は
今
後
積
極
的

に
検
討
さ
れ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

流
域
開
発
が
す
す
み
、
水
害
が
頻
発
す
る
状
況
に
陥

っ
て
い
る
河
川
域
を
対
象
に
、

一
九
七
八
年
以
降

「
総
合
治
水
対
策
」
が
と
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
指
定
さ
れ
た
河
川
名
を
あ
げ
る
と
、

一
九
七
八
年
に
鶴
見
川
、
新
河
岸
川
、
引
地
川
、
境
川
、
巴
川
、
猪
名
川
が
、

一
九
七
九
年
に
は
真
間
川
、
新
川
、
伏
龍
川
が
、

一
九
八
○
年
に
中
川

・
綾
瀬
川
が
対
象
と
な
り
、
現
在
全
国
の

一
〇
河
川
で
総
合
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
総
合
治
水
対
策
の
骨
子
に
は
①
河
川
改
修
を
積
極
的
に
お
し
進
め
る
。
②
流
域
整
備
計
画
の
策
定
。
③
浸
水

実
績
図
を
公
表
し
適
正
な
土
地
利
用
の
誘
導
。
④
地
域
住
民
に
治
水
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
。
等

が
あ
げ

ら

れ

て
い

る
。
前
述
し
た
構
造
的
対
策
と
非
構
造
的
対
策

(も
し
く
は

ハ
ー
ド
な
技
術
と
ソ
フ
ト
な
技
術
)
の
複
合
形
態
を
求

め
て
い
る
と
み
な
せ



る
。
今
ま
で
の
河
川
を
中
心
に

ハ
ー
ド
な
技
術
に
基
づ
く
、
構
造
的
対
策
と
い
う
整
備
方
式
だ
け
に
治
水
対
策
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

流
域
を
対
象
に
し
た
、
洪
水
を
超
さ
な
い
あ
る
い
は
起
き
て
も
被
害
の
少
な
い
流
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

中

川

.
綾
瀬
川
を
対
象
に
し
た
総
合
治
水
対
策
は
河
川
改
修
と
流
域
対
策
と
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。
河
川
改
修
に
は
河
道
改
修

(中

川

.
綾
瀬
川
)
、
放
水
路

(三
郷
放
水
路
)、
調
節
池

(大
島
新
田
調
節
池
)
、
排
水
機
場

(綾
瀬
川
排
水
機
場
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
流

域
対
策
と
し
て
、
流
域
を
保
水
地
域

(武
蔵
野
台
地
、
大
宮
台
地
)
、
遊
水
地
地
域

(市
街
化
調
整
地
域
)、
低
地
地
域

(市
街
化
地
域
)

に
分
け
、
保
水
能
力
、
遊
水
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
に
、
雨
水
貯
留
施
設
、
計
画
調
節
池
、
市
街
化
区
域

へ
の
編
入
抑
制
、
内
水

排
除
ポ
ン
プ
設
置
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
街
化
調
整
地
域
が
地
形
上
遊
水
地
に
あ
た
る
、
流
域
中

・
上
流
部
の
河
川
に
沿
う

低
地
に
立
地
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
都
市
化
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
現
状
に
あ

っ
て
、
流
域
対
策
が
効
果
を
発
揮
す
る

ま

で
に
は
多
く
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
も
、
保
水
、
遊
水
能
力
を
高
め
る
対
策
が
、
雨
水
貯
留
施
設
、
調
節

池
な
ど
の
構
造
的
対
策
に
強
く
依
存
し
て
お
り
、
農
地

・
林
地
の
も
つ
保
水
、
遊
水
機
能
の
最
大
限
発
揮
と
そ
の
能
力
拡
大
化
の
具
体
的

施
策

(非
構
造
的
対
策
と
し
て
)
が
必
ら
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

中
川
簸

の
肇

を
育
成
す
る
・
と
を
通
じ
・
水
田
が
持

・
て
い
る
自
然
の
貯
水
池
と
い
う
役
割
を
重
視
し
て
い
く
必
要
が
馨

・
氾

飢

濫
原
に
あ
た
る
低
地
地
域
で
は
よ
り
細
か
な
土
地
利
用
計
画

・
規
制
が
求
め
ら
れ
る
。
過
去

の
出
水
デ
ー
タ
に
基
づ
き
洪
水
危
険
度
に
応

じ
た
開
発
禁
止
区
域
、
制
限
区
域
、
警
告
区
域
の
区
分
を
行
な
い
、
土
地
利
用
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
土
地
利
用
規
制
は
洪
水
減
退
を

行
な
う
と
同
時
に
、
水
害
対
策
も
計
る
と
い
う
流
域
全
域
に
及
ぶ
対
策
で
な
け
れ
ば
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
不
可
能

で
あ
り
、
最
も
重
要

な
対
策
で
あ
る
こ
と
は

≦
9匡

(
一
九
七
九
)
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
地
域
住
民
に
正
確
な
洪
水
情
報
を
公
的
機
関
が
提
供
し
、

治
水
対
策

・
計
画
立
案
に
住
民
が
積
極
的
に
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
は
、
洪
水
に
強
い
流
域
づ
く
り
を
す
す
め
る
に
あ

た
り
重
要
な
意
味
を

も

つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

八
、
終

章

高
度
経
済
成
長
以
降
、
都
市
近
郊
地
域
で
は
、
中
小
河
川
水
害
、
内
水
水
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
都
市
化
に
対
応
し
た
都
市
排
水
施
設

が
作
ら
れ
ず
、
も
と
も
と
保
水

・
遊
水
機
能
を
有
し
て
い
た
農
地

・
林
地
が
無
秩
序
に
潰
廃
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
本
稿
の
調
査
対
象
地



域

に
な

っ
た
、
埼
玉
県
中
川
流
域
は
、
も
と
も
と
三
角
州
低
地
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
湛
水
域
が
広
い
範
囲
で
現
れ
て
い
た
が
、
農

地

の
都
市
的
土
地
利
用

へ
の
転
用
に
よ
り
被
害
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
都
市
化
地
域
の
水
害
の
特
徴
を
示
す
指
標
と
し
て
、
単
位

面
積
あ
た
り
の
被
害
金
額
の
急
激
な
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
コ
中
川
流
域
は
単
位
面
積
被
害
金
額
が
急
増
し
て
い
る

地
域
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
中
川
流
域
の
水
害
の
特
徴
は
、
同

一
地
域
が
何
度
も
同
じ
原
因
の
水
害
を
被

っ
て
お
り
、

一
九
七
五
年
以
降
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
が

顕
著
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
水
害
常
習
地
に
住
民
は
、
頻
発
す
る
水
害
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
講
じ
て
い
る
か

に

つ
い
て
、
草
加
市
住
民
の
聴
き
取
り
調
査
を
行
な

っ
た
。
住
宅
タ
イ
プ
や
居
住
年
数
、
水
害
体
験
の
頻
度
や
程
度

の
ち
が
い
が
、
水
害

認
識
一

対
策
に
明
瞭
な
差
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
化
過
程
で
転
入
し
て
き
た
住
民
は
、
転
入
地
の
水
害
史
に
つ
い
て
正
確

な
情
報
を
得
る
こ
と
な
く
、
水
害
を
体
験
し
て
始
め
て
実
状
を
知
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た
。
住
民
が
行
な
う
対
策
の
代
表
は
盛
土
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
住
民
間
に
盛
土
競
争
を
生
み
、
結
果
と
し
て
湛
水
域
を
拡
大
さ
せ
、
盛
土
が
不
十
分
な
家
屋
を
以
前
よ
り
ひ
ど
い
浸
水

状
況
に
追
い
込
む
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
住
民
が
主
体
に
な

っ
て
、
地
域
と
し
て
の
水
害
対
策
を
構
じ
た
り
、
ま
た
関
係
諸
機
関
に
要
求
を

つ
き
つ
け
て
い
く
対
応
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
水
害
常
習
地
か
ら
の
転
出
を
求
め
て
い
る
。

　

中
川
流
域
は

一
九
八
○
年
総
合
治
水
対
策
の
対
象
地
域
に
な

っ
た
。
総
合
治
水
対
策
は
、
河
川
改
修
と
流
域
対
策
と
か
ら
成
り
立

っ
て

9

い
る
。
構
造
的
対
策
の
み
な
ら
ず
非
構
造
的
対
策
ま
で
含
め
た
計
画
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
非
構
造
的
対
策
の
主
軸
に
位
置
つ

く
土
地
利
用

・
開
発
規
制
が
、
無
秩
序
で
激
し
い
都
市
化
の
な
か
で
、
期
待
す
る
効
果
を
あ
げ
る
に
は
か
な
り
厳
し

い
現
実
の
克
服
と
時

間
が
か
か
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
住
民
参
加
の
も
と
に
、
地
域
の
水
害
史
を
ふ
ま
え
た
地
域
治
水
対
策
策
定
も
課
題
の

一
つ
に
あ
げ
ら

れ
よ
う
。
総
合
治
水
対
策
が
構
造
i

非
構
造
と
い
う
複
合
し
た
対
策
の
実
施
を
も

っ
て
、
流
域
全
域
に
及
ぶ
治
水
を
目
標
に
し
て
い
る

点
は
、
従
来
の
治
水
対
策
に
比
較
し
て
積
極
的
評
価
を
持
ち
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
水
害
常
習
地

や

水
害
危
険
地

に

あ

っ
て

は
、
地
域
社
会

(自
治
体
等
公
的
機
関
を
含
め
て
)
が
水
害
に
対
す
る
準
備
、
警
報
、
対
策
な
ど
の
情
報
を
正
確
に
住
民
に
伝
え
る

一
方

で
、
公
教
育
の
な
か
で
こ
れ
ら
の
こ
と
が
常
に
計
画
化
さ
れ
る
こ
と
も
課
題
の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

注

'

(1
)

葛
西
用
水

・
見
沼
代

用
水

完
成
前
後

に
お
け
る
村
落

数
を
み
る
と
、
葛
飾
郡

で
は
天
保
年
間

(
一
六
四
四
～

一
六
四
六
)

一
九

一
ケ
村
、
元
禄



年
間

(
一
六
八
八
～

一
七
〇

三
)
二
七
九
ケ
村

、
文

政
年
間

(
一
八

一
八
～

一
八
二
九
)
二
九
〇
ケ
村
、
埼
玉
郡

で
は
天
保
年
間
三
六
三
ケ
村
、

元
禄
年
間

四
三

一
ケ
村
、
文
政
年
間

四
二
四

ケ
村
と
増
加
し

て
い
る
。
ま

た
石
高

で
も

、
武
蔵

国
で
は
、
天
正
年
間

(
一
五
七
三
～

一
五
九
二
)

六
七
万
石
と

い
わ
れ

た
も

の
が
、
元
禄
年
間

に
は

一
二
〇
万
石

に
な

っ
て
い
る
。
佐

藤
俊
郎

(
一
九
七
〇
)

よ
り
。

(2
)

洪
水
防
御
堤

に
は
、
上
流
部

か
ら
、
会

ノ
川
自
然
堤

防
、

星
川
堤
、
権
現
堂

堤
、

備
前

堤
、

古
隅
田
堤
、

越
谷
堤
、

桜

堤
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。

(3
)

陸

田
は
昭
和
七
～

八
年
頃
、
北
埼

玉
郡
三
田
力
村

(現
羽
生
市
)

で
始

め
ら
れ
、
戦

後
と
み
に
増
加

し
た
。
増
加

理
由
に
は
、
地

下
水
が
高
く

少
量

の
雨

で
も
湛
水
す

る
所

が
多
く
、

夏
作

が
不
安
定

で
あ

っ
た
の
で
、

こ
れ
ら
水

田
よ
り

一
～

ニ

メ
ー
ト

ル
高

い
畑
地
は
水
害
に
安
全

で
あ

っ

た
。
反
収

に
お

い
て
も
普
通
湿

田
よ
り

一
・
五
倍
、

陸
稲

の
三
倍
位

の
収
量

が
あ

る
な
ど

が
あ
げ
ら

れ
る
。

(科
学
技

術
庁
資
源
局

『
中
川
流
域

域
低
湿
地

の
地
形
分
類
と
土
地
利
用
』

五
七
～

五
八
)

(4
)

『
水
害
統
計
』
は

一
九
六
六
年
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
る
が
、

一
九
六
六
年
分
は
河
川
別

・
原
因
別

の
区
分

な
い
た
め
と
り
除

い
て
あ
る
。

(5
)

草
加
市
内
を
走

っ
て
い
る
水
路

は
、
総
延
長

三
五
七

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
で
あ

る
、
都
市

排
水
路

と
し
て
の
整
備
が
行

な
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
二

,
二

・
八
%

に
あ

た
る
八

一
・
五

キ

ロ
メ
:
ト

ル
に
す
ぎ
な

い
。
ま

た

一
九
七

六
年
か
ら

一
九
八

一
年

の
五
年

間
の
水
路

整
備

は
、
二
五

・
八
キ

ロ

ヨ

メ
ー

ト
ル
、
七

・
八
%

で
あ

っ
た
。

.

9

(6
)

持
ち
家
類
と
は
、

持
ち
家

個
人
住
宅
、

店
舗
兼
持
ち
家
住
宅
、

工
場
兼
持

ち
家
住

宅
を
合

わ
せ
た
も

の
で
あ

る
。

一
方
、

借
家
類

と
は
、
借

家
、

ア
パ
ー

ト
、
借
家

の
兼
用
住
宅
を
合
せ
た
も

の
を
指
す
。

(7
)

草
加
市

の
建
設
業
者

に
よ
れ
ば
、

一
平
方

メ
ー
ト

ル
の
土
地
を

一
メ
ー
ト

ル
盛
土
す

る
費
用

は
三
、
○
○
○
円
～

三
、

五
〇
〇
円
程
度

で
あ

る

(
一
九
八

一
年
現
在
)
。

し

か
し
建

設
現
場

が
狭
く
、

小
型
車
し
か
入
れ
な

い
場
所
や
、

盛
土

に

残
土
で
な
く
山

砂
等
を

用

い
る
場
合
は

さ
ら
に

一
、
○
○
○
～

一
、
五
〇
〇
円

が
加
算
さ
れ

る
。

(8
)

冨
o
旨

と

い
。。
口
σq
げ
Φ
貯

(
一
九
五
五
)
は

ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
州

で

一
八
九
二
年
発
生
し

た

危
険
物

(油
)
流

出
一

出
火

の
例
を
示
し
、

=
二

〇
名

以
上

の
死
者

が
出

た
こ
と

を
明
ら

か
に
し

て
い
る
。

(9
)

中
川
流
域

に
近
接
す

る
見
沼

田
圃

に
お

い
て
は
、
見
沼
三
原
則
と

い
う
厳
し

い
土
地
利
用
規
制
が
な
さ
れ

て
い
る
。
見
沼

三
原
則

は

一
九

五
八

年
狩

野
川
台
風

に
よ
る
見

沼
田
圃
や
そ
の
下
流
部

に
あ

た
る
川

口
市

の
長
期

に
わ
た
る
湛
水
被
害
発
生
を
契
機

に
、
見
沼

田
圃

の
遊
水
池
的
機
能

を
保
持

・
育
成

さ
せ
る
目
的

で

つ
く
ら
れ

た
。

一
九
六

五
年
ま

で
は
県
農
地
課

で
の
農
地
転
用
不
許
可
処
分
と

い
う
型

で
運
用
さ
れ

て
き
た
が
、

激
し

い
都
市
化

に
対
し

て

一
九

六
五
年

三
月
県
政
審
議
会

で

「
見
沼
三
原
則
」
と
し

て
決
定

さ
れ

た
。

そ
の
後

二
回

の
補
足
を

つ
け
な
が
ら
も
無



秩
序
な
都
市
化
を
防
止
し

て
い
る
。

三
原
則
と
は
、

一
、
見
沼

田
圃
全
域
を
調
整
地
域
と
す

る
。

二
、
八
丁
堤
以
北
県
道
浦
和
岩
槻
線
及

び
締

切

り
ま

で
の
間
は
、
行
政
指
導
及
び
土
地

の
買
取
り

に
よ

っ
て
緑
地
を
保
全
す
る
。
三
、
県
道
浦
和
岩
槻
線
以
北
は
、
可
能
な
限
り
緑
地
を
保
全
す

る
方
針

で
、
都
市
計
画
及
び
農
地
法

に
よ
り
規
制
を
す
る
。

文
献石

井
素
介

(
一
九
六
三
)
大
都
市
域

の
水
害
論

地
理
学
評
論

三
六
1

=

一

井
関
弘
太
郎

(
一
九
七
四
)
「
沖
積
低
地

に
お
け
る
都
市
的
土
地
利
用

の
拡
大
経
過
」
『
都
市
と
農
村
』
大
成
出
版

二
四
七
～

二
六

三
ペ
ー
ジ

大
熊
孝

(
一
九
八

一
)
『
利
根
川
治
水

の
変
遷
と
水
害
』
東
京
大
学
出
版
会

五
〇

ペ
ー
ジ

科
学
技
術
庁
資
源
局

(
一
九
六

二
)
『
中
川
流
域
低
地

の
地
形
分
類
と
土
地
利

用
』

五
九
ペ
ー
ジ

菊
地
光
秋

(
一
九
六
〇
)
狩
野
川
台
風

に
よ
る
東
京
西
郊

の
水
害

地
理
学
評
論

三
三

一
八

四
～

一
八
九
ぺ
:
ジ

日
下
雅
義

(
一
九
七
三
)
『
平
野

の
地
形
環
境
』
古
今
書
院

小
出
博

(
一
九
七
〇
)
『
日
本

の
河
川
』
東
京
大
学
出
版
会

七
四
ペ
ー
ジ

小
出
博

(
一
九
七

二
)
『
日
本

の
河
川
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

七
〇

ペ
ー
ジ

4

小
出
博

(
一
九
七
四
)
治
水

の
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